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はじめに 

 
令和 4 年度の環境科学院の年次報告書を発行いたします。 

 
令和 4 年度は、新型コロナ感染症やエネルギー価格の高騰に対する対応を取りなが

らも、キャンパスの内外における活動への制約はかなり軽減され、本年次報告書に数多

くの記載があるように活発な研究教育活動が展開されました。コロナ禍以前の取り組

み方に拘泥せず、研究院・学院を構成する皆さんがさまざまな新たな工夫を取り入れ、

改善を重ねた賜物と考えます。1 年間のご尽力に深く感謝いたします。 
 
研究院・学院で実施している多くの研究には特定の研究対象がありますが、それら研

究成果は研究対象に対する発見を超えた普遍的価値を持ちます。私たちは、研究対象を

俯瞰的に観察し、発見事実の背景を理詰めで考察することを通して、普遍化・一般化す

る能力を獲得し、さらに深化させようとしています。これらの能力は、特定の業務に有

効なスキルとは異なり、どのような状況においても応用可能性をもつ能力です。大学院

は教育機関として最高位に位置しますから、ただ地道に学修年数を重ねる取り組みだ

けでは十分とは言えません。自己成長できる能力を自立的に獲得するために、研究教育

活動をどのように展開するかを考え抜かなければなりません。その答えは、一つではあ

りませんから、試行錯誤を回避せず、ときに考察の時間を十分にかける必要があります。

本研究院・学院は、このような試行の取り組みを支援するような教育機関でありたいと

考えます。 
 
本報告書は、現在進行中の試行や試行を重ねた上で到達した成果が記載されていま

す。これからの新たな試行に対するヒントとなることも期待して、本報告書を発行しま

す。 
 

 
北海道大学大学院環境科学院 

学院長 谷本陽一 
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Ⅰ 組織 

１ 沿革 
大学院環境科学研究科         
1977（昭和 52）年 
 
 

 4 月 1 日 大学院環境科学研究科が設置される 

 4 月 1 日 
環境計画学専攻修士課程，環境構造学専攻修士課程，社会環境学専攻修士課程，環境保全

学専攻修士課程が設置される 

 4 月 1 日 環境計画学専攻博士後期課程が設置される 

1978（昭和 53）年 4 月 1 日 環境構造学専攻博士後期課程が設置される 

1979（昭和 54）年 4 月 1 日 社会環境学専攻博士後期課程，環境保全学専攻博士後期課程が設置される 

1980（昭和 55）年  3 月 10 日 管理棟・研究棟（現在の A 棟）・実験棟（6,898 ㎡）竣工 

1987（昭和 62）年 10 月 17 日 大学院環境科学研究科創立 10 周年記念式典・祝賀会を開催 

1988（昭和 63）年  2 月 20 日 大学院環境科学研究科創立 10 周年記念公開シンポジウムを開催 

 
大学院地球環境科学研究科         
1993（平成 5）年  4 月 1 日 大学院地球環境科学研究科が設置される 

 4 月 1 日 
地圏環境科学専攻（修士課程，博士後期課程），生態環境科学専攻（修士課程，博士後期

課程），物質環境科学専攻（修士課程，博士後期課程）が設置される 

 7 月 14 日 アメリカ合衆国イリノイ大学大学院シカゴ校と部局間交流協定を締結 

1994（平成 6）年  4 月 1 日 大気海洋圏環境科学専攻修士課程が設置される 

1995（平成 7）年  3 月 16 日 インドネシア共和国パランカラヤ大学と部局間交流協定を締結 

1996（平成 8）年  
 2 月 9 日 

英国（イギリス）ノッティンガム大学と部局間交流協定を締結 

（～2002(平成 14)年 2 月 6日） 

 4 月 1 日 大気海洋圏環境科学専攻博士後期課程が設置される 

12 月 2 日 研究棟（現在の B 棟）（第一期 4,580㎡）竣工 

1997（平成 9）年 10 月 1 日 大韓民国ソウル大学校と大学間交流協定を締結                   

10 月 17 日 ネパール連邦民主共和国トリブバン大学科学技術研究科と部局間交流協定を締結 

11 月 17 日 中華人民共和国蘭州大学資源環境学院と部局間交流協定を締結 

1998（平成 10）年 
 1 月 16 日 

マレーシア マレーシア・サバ大学科学技術研究科と部局間交流協定を締結      

（～ 2003（平成 15）年 1 月 15 日） 

2000（平成 12）年  3 月 27 日 研究棟（現在の C 棟）（第二期 5,282㎡）竣工 

10 月 25 日 大韓民国釜慶大学校と大学間交流協定を締結                    

2003（平成 15）年 9 月 29 日 大学院地球環境科学研究科創立 10 周年記念シンポジウム・祝賀会を開催 

 
 
大学院環境科学院     
2005（平成 17）年  4 月 1 日 大学院地球環境科学研究院が設置される 

4 月 1 日 大学院環境科学院が設置される 

 4 月 1 日 
大学院環境科学院に環境起学専攻（修士課程，博士後期課程），地球圏科学専攻（修士課

程，博士後期課程），生物圏科学専攻（修士課程，博士後期課程），環境物質科学専攻

（修士課程，博士後期課程）が設置される                     
2006（平成 18）年 8 月 26 日 インドネシア共和国パランカラヤ大学と大学間交流協定を締結 

2007（平成 19）年  6 月 13 日 スイス連邦スイス連邦工科大学と大学間交流協定を締結 

11 月 12 日 ロシア連邦 ロシア極東国立大学と大学間交流協定を締結               

2009（平成 21）年 1 月 9 日 オーストラリア連邦タスマニア大学と大学間交流協定を締結              

12 月 24 日 講義棟（614 ㎡）竣工 

2010（平成 22）年 2 月 11 日 ドイツ連邦共和国ブレーメン大学と大学間交流協定を締結             

3 月 31 日 大学院環境科学院のコースを一部廃止 

4 月 9 日 中華人民共和国蘭州大学と大学間交流協定を締結                 

9 月 2 日 
中華民国（台湾）国立成功大学と部局間交流協定を締結              

（～2016(平成 28)年 3 月 31 日） 
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10 月 24 日 ネパール連邦民主共和国トリブバン大学と大学間交流協定を締結 

10 月 29 日 中華人民共和国東南大学と大学間交流協定を締結 

10 月 アメリカ合衆国ハワイ大学マノア校との大学間交流協定に参画           

11 月 25 日 中華人民共和国厦門大学と大学間交流協定を締結                 

2011（平成 23）年 2 月 3 日 中華人民共和国中国海洋大学と大学間交流協定を締結               

4 月 1 日 大学院地球環境科学研究院の分野を一部再編，大学院環境科学院のコースを一部再編 

4 月 13 日 (株)星野リゾート・トマムとの間で連携協定を締結 

10 月 13 日 中華人民共和国西北農林科技大学と大学間交流協定を締結             

12 月 15 日 環境中間支援会議・北海道との間で連携協定を締結 

2012（平成 24）年 1 月 フィンランド共和国オウル大学との大学間交流協定に参画             

3 月 14 日 中華民国（台湾）国立中興大学と大学間交流協定を締結              

4 月 2 日 ロシア連邦 北東連邦大学と大学間交流協定を締結                

5 月 31 日 
ドイツ連邦共和国 GEOMAR | Helmholtz Centre for Ocean Research Kiel と部局間交流

協定を締結                                 

6 月 25 日 
中華民国（台湾）国立東華大学環境学院と部局間交流協定を締結 

（～2018(平成 30)年 3 月 19 日）  

9 月 21 日 (株)星野リゾート・トマム及び占冠村との間で連携協定を締結 

12 月 27 日 大韓民国成均館大学校と大学間交流協定を締結                  

2013（平成25）年  1 月 22 日 アメリカ合衆国ユタ大学大学院・ナノ研究所と部局間交流協定を締結        

1 月 23 日 中華民国（台湾）国立成功大学と大学間交流協定を締結              

 7 月 29 日 北海道コカ・コーラボトリング株式会社との間で連携協定を締結 

2014（平成26）年 2 月 5 日 マレーシア マレーシア・サバ大学熱帯生物保全研究所と部局間交流協定を締結   

3 月 20 日 インドネシア共和国バンドン工科大学と大学間交流協定を締結 

７月 16 日 フィリピン共和国フィリピン大学と大学間交流協定を締結             

9 月 29 日 マレーシア マレーシア大学テレンガヌ校海洋科学・環境科学部と部局間交流協定を締結 

2015（平成27）年 2 月 16 日 ノルウェー王国オスロ大学地球科学科と部局間交流協定を締結           

12 月 28 日 中華人民共和国香港科技大学理学院と部局間交流協定を締結 

2016（平成28）年 
3 月 17 日 

アメリカ合衆国カリフォルニア大学サンディエゴ校スクリプス海洋研究所と部局間交流協

定を締結 

4 月 12 日 マレーシア マレーシア・サバ大学と大学間交流協定を締結 

2017（平成29）年 6 月 7 日 中華民国（台湾）国立東華大学と大学間交流協定を締結 

7 月 13 日 ノルウェー王国オスロ大学数学・自然科学部と部局間交流協定を締結 

10 月 23 日 中華人民共和国華東師範大学地球科学部と部局間交流協定を締結 

10 月 26 日 イタリア共和国トリノ大学農学，森林科学及び食品科学部と部局間交流協定を締結 

2018（平成30）年 1 月 15 日 インド インド工科大学ボンベイ校と大学間交流協定を締結 

2 月 27 日 インドネシア共和国イスラム大学数学・自然科学部と部局間交流協定を締結 

3 月 26 日 インド インド工科大学マドラス校と大学間交流協定を締結 

4 月 2 日 インド インド工科大学ハイデラバード校と大学間交流協定を締結 

7 月 26 日 ロシア連邦 北東連邦大学と部局間交流協定を締結 

2019（令和元）年 10 月 15 日 中華人民共和国武漢紡織大学化学・化学工学院と部局間交流協定を締結 

2020（令和 2）年 2 月 27 日 タイ王国ヴィデャシリメディ科学技術大学と学術交流協定を締結 
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２ 歴代研究科長，学院長・研究院長 
 

職  名 氏  名 在  任  期  間 

大学院環境科学研究科長 関   清 秀  1977（昭和 52）年 4 月 1 日～1979（昭和 54）年 3 月 31 日 

高 桑 栄 松  1979（昭和 54）年 4 月 1 日～1980（昭和 55）年 3 月 31 日 

明 道   博  1980（昭和 55）年 4 月 1 日～1982（昭和 57）年 3 月 31 日 

太 田   實  1982（昭和 57）年 4 月 1 日～1986（昭和 61）年 3 月 31 日 

伊 藤 浩 司  1986（昭和 61）年 4 月 1 日～1990（平成 2） 年 3 月 31 日 

黒 柳 俊 雄  1990（平成 2） 年 4 月 1 日～1992（平成 4） 年 3 月 31 日 

小 島   豊  1992（平成 4） 年 4 月 1 日～1993（平成 5） 年 3 月 31 日 

大学院地球環境科学 

研究科長 
堀     浩  1993（平成 5） 年 4 月 1 日～1995（平成 7） 年 3 月 31 日 

戸 倉 清 一  1995（平成 7） 年 4 月 1 日～1998（平成 10）年 3 月 31 日 

西   則 雄  1998（平成 10）年 4 月 1 日～2002（平成 14）年 3 月 31 日 

池 田 元 美  2002（平成 14）年 4 月 1 日～2005（平成 17）年 3 月 31 日 

大学院環境科学院長・ 

大学院地球環境科学 

研究院長 

池 田 元 美  2005（平成 17）年 4 月 1 日～2007（平成 19）年 3 月 31 日 

岩 熊 敏 夫  2007（平成 19）年 4 月 1 日～2009（平成 21）年 3 月 31 日 

南 川 雅 男  2009（平成 21）年 4 月 1 日～2011（平成 23）年 3 月 31 日 

嶋 津 克 明  2011（平成 23）年 4 月 1 日～2013（平成 25）年 9 月 30 日 

久 保 川 厚  2013（平成 25）年 10 月 1 日～2017（平成 29）年 9 月 30 日 

大 原   雅 2017（平成 29）年 10 月 1 日～2021（令和 3）年 9 月 30 日 

谷 本 陽 一 2021（令和 3）年 10 月 1 日～ 
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３ 教員組織 
学院長   谷本 陽一 
副学院長 小西 克明 
学院長補佐 露崎 史朗 

4.4.1現在 

専   攻 コ ー ス 教   授 准 教 授 講   師 助   教 助   手 

環境起学専攻 
 

専攻長 
野呂 真一郎 

人間・生態 
システム 

露崎 史朗 
渡邉 悌二  

藤井 賢彦 
石川  守 
白岩 孝行 
佐藤 友徳 
根岸淳二郎 
早川 裕弌 

 先崎 理之  

環境適応科学 
野呂 真一郎 豊田 和弘  

 
 

実践環境科学 
山中 康裕 

 
 

 
 

国際環境保全 

沖野 龍文 平田 貴文 
ガルシア 
モリノス， 
ホルヘ 

（石川  守） 
ラム，アバタル 

 
 

 

地球圏科学 
専攻 

 
専攻長 

力石 嘉人 

生物地球化学 

力石 嘉人 

鈴木 光次 
山本 正伸 
西岡  純 

  

山下 洋平 
渡辺  豊 
関   宰 
亀山 宗彦 
入野 智久 

 宮﨑 雄三 

滝沢 侑子  

 

雪氷・寒冷圏

科学 

渡辺  力 
グレーベ， 

ラルフ・ 
ギュンター 
杉山  慎 

飯塚 芳徳 
ポドリスキ，

エブゲニ 

 曽根 敏雄 
的場 澄人 
下山  宏 
箕輪 昌紘 

 

大気海洋物理 
学・気候力学 

久保川 厚 

谷本 陽一 
大島慶一郎 
江淵 直人 
三寺 史夫 
深町  康 
堀之内 武 

藤原 正智 
青木  茂 
富田 裕之 
安成 哲平 

中村 知裕 水田 元太 
豊田 威信 
川島 正行 
中山 佳洋  
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専   攻 コ ー ス 教   授 准 教 授 講   師 助   教 助  手 

生物圏科学 
専攻 

 
専攻長 

山口 良文  

多様性生物学 
相場 慎一郎 工藤  岳  久保 拓弥  

生態遺伝学 
大原  雅 
越川 滋行 

  早川 卓志 吉田 磨仁 

分子生物学 

福井  学 
森川 正章 
山口 良文 
田中 亮一 

笠原 康裕 
落合 正則 
三輪 京子 
堀  千明 

 小島 久弥 
鷲尾 健司 
曽根 正光 
渡邉 友浩 
高林 厚史 
伊藤  寿 
山内 彩加林 

 

植物生態学 
   小野 清美  

動物生態学 
野田 隆史 小泉 逸郎  大舘 智志  

海洋生物生産 
工藤  勲 
高木  力 

芳村  毅 
浦  和寛 

   

水圏生物学 

長里千香子 

山羽 悦郎 
仲岡 雅裕 
宮下 和士 
宗原 弘幸 

四ツ倉典滋 
伊佐田智規 

 山本  潤 
傳法  隆 
市原 健介 

 

森林圏フィール

ド科学 

柴田 英昭 
吉田 俊也 
中村 誠宏 
揚妻 直樹 

高木健太郎 
 
 

車  柱榮 
内海 俊介 
中路 達郎 
岸田  治 
福澤加里部 
小林  真 
植竹  淳 

 野村  睦 
 

 

耕地圏科学 
星野洋一郎 

 
中村   剛 
河合 正人 

 平田 聡之 
 

 

  



 - 8 - 

専   攻 コ ー ス 教   授 准 教 授 講   師 助   教 助  手 

環境物質科学

専攻 
 

専攻長 
小野田 晃 

生体物質科学 
小野田 晃 山田 幸司 

梅澤 大樹 
 諸角 達也  

ナノ環境材料 

小西 克明 
八木 一三 
神谷 裕一 

廣川  淳 
七分 勇勝 
加藤  優 
大友 亮一 

 中田  耕 
 

 

光電子科学 

中村 貴義 
ビジュ， 
ヴアスデヴア

ン ピライ 

髙野 勇太  髙𣘺𣘺 仁德 
薛 晨 
黄 端康 

スブラマンヤ

ム・パルヤム 

 
 

環境触媒化学 

中島 清隆 コワルスカ， 
エバ カタルツ

ィーナ 

   

※ 斜体は特任教員・ゴシックは再雇用教員を示す。 
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４ 事務組織                                

4.4.1現在 
環境科学事務部 担 当 係 長 主 任 一般職員 契約職員等 

事務長 
岡野 賢 

総 務 
山口なつみ 

山下 昌利 
 岩下   僚 

沼舘加菜子 
浦新さと子（事務補佐員） 

石岡 直哉（事務補佐員） 

教 務 脇坂 恭匡 
細川 葉子 

三宅 由美 
黄   荔 

疋田 摩美（事務補助員） 

渡辺智恵子（事務補助員） 

会 計 木村 一男 松川 晶子 
藤田こゆき       

神部 啓斗 

村家 陽子（事務補助員） 

商 かおり（事務補助員） 

図 書 坂本ゆう子       

 
 
 
 
 

 
 

  

 
研究院長室秘書 

 
明戸 要枝（事務補佐員） 
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５ 各種委員会 
                                                    4.4.1現在 

 
 
  

委員会名 環境起学 地球圏科学 生物圏科学 環境物質 
科学 

副学院長 
学院長補佐 職指定 

事務 
選出 
委員 

事
務 
所
掌 

備考 

専攻長 
会議 野呂 真一郎 力石 嘉人 山口 良文 小野田 晃 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長   総務

担当 
申合せで 
明記 

学院人事
委員会 野呂 真一郎 力石 嘉人 山口 良文 小野田 晃 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長   総務

担当 
 

教務 
委員会 野呂 真一郎 力石 嘉人 山口 良文 小野田 晃 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長 全学教
務委員  教務

担当 
内規で 
明記 

入学試験 
委員会 野呂 真一郎 力石 嘉人 山口 良文 小野田 晃 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長   教務

担当 
内規で 
明記 

点検評価
委員会 野呂 真一郎 力石 嘉人 山口 良文 小野田 晃 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長  事務長 総務

担当 
内規で 
明記 

将来計画
委員会 野呂 真一郎 力石 嘉人 山口 良文 小野田 晃 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長   総務

担当 
 

安全管理
委員会 野呂 真一郎 力石 嘉人 山口 良文 小野田 晃 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長  事務長 会計

担当 
 

広報 
委員会 早川 裕弌 堀之内 武 野田 隆史 髙野 勇太  学院長    総務

担当 
 

WEB 
サイト 
管理 
委員会 

佐藤 友徳 
露崎 史朗 

藤原 正智 
的場 澄人 

吉田 麿仁
久保 拓弥 

髙野 勇太 
大友 亮一 学院長補佐     総務

担当 
各専攻 
２名 

学生 
委員会 石川  守 鈴木 光次 三輪 京子 小野田 晃 学院長補佐   全学学

生委員  教務

担当 
内規で 
明記 

留学生 
委員会 野呂 真一郎 力石 嘉人 山口 良文 小野田 晃 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長 
英語プロ

グラム運

営委員会

委員長 

 教務

担当 
内規で 
明記 

ハラスメ
ント防止
委員会 

野呂 真一郎 力石 嘉人 山口 良文 小野田 晃 副学院長 
学院長補佐 学院長 専攻長 

全学ハラ

スメント

予防推進

員 

 教務

担当 
 

英語プロ
グラム運
営委員会 

根岸淳二郎 力石 嘉人 三輪 京子 神谷 裕一 学院長、副学院長、学
院長補佐から１名  

学院長が

必要と認

める者 
 教務

担当 

沖野龍文 
露崎史朗 
豊田和弘 

コース 
代表教員 

渡邉 悌二 
豊田 和弘 
山中 康裕 
石川  守 

西岡  純 
堀之内 武 
飯塚 芳徳 

相場慎一郎 
越川 滋行 
田中 亮一 
小野 清美 
野田 隆史 
工藤  勲 
四ツ倉典滋 
揚妻 直樹 
星野洋一郎 

小野田 晃 
神谷 裕一 
ビジュ,ヴア
スデヴアン 

ピライ 
中島 清隆 
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Ⅱ 学生の受入 
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６ 入学試験 
令和 4 年度 

特別推薦入試：修士課程（博士前期課程）生物圏科学専攻・環境物質科学専攻 
令和 3 年 5 月 24 日（月） 

 
秋季入試：博士後期課程   令和 3 年 8 月 24 日（火） 

25 日（水） 
      修士課程（博士前期課程）  令和 3 年 8 月 24 日（火） 

25 日（水） 
 

秋季推薦／特別入試：修士課程（博士前期課程） 
令和 3 年 11 月 17 日（水） 

 
春季入試：博士後期課程   令和 4 年 2 月 21 日（月） 
     修士課程（博士前期課程）  令和 4 年 2 月 21 日（月） 

2 月 22 日（火） 
 

１０月入学入試：博士後期課程  令和 3 年 8 月 24 日（火） 
25 日（水） 

      修士課程（博士前期課程）  令和 3 年 8 月 24 日（火） 
25 日（水） 

  
 
 
入試説明会 

 第１回  令和 3 年 5 月 23 日（日） 
第２回   令和 3 年 6 月 12 日（土） 

 第３回   令和 3 年 10 月 17 日（日） 
    第４回  令和 3 年 12 月 1 日（水） 
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７ 学生定員と現員の推移 

７−１ 入学定員 
①  博士後期課程           （単位：人） 

専攻 定員数 
環境起学専攻 15 
地球圏科学専攻 14 
生物圏科学専攻 23 
環境物質科学専攻 11 

計 63 

 
②  修士課程（博士前期課程）     （単位：人） 

専攻 定員数 
環境起学専攻 44 
地球圏科学専攻 35 
生物圏科学専攻 52 
環境物質科学専攻 28 

計 159 

 

７−２ 入学者数 
① 博士後期課程 

（単位：人（％）） 
専 攻 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和４年度 

環境起学専攻 8（53％） 11 （73％） 11 （73％） 7 （47％） 17（113％） 11（73％） 

地球圏科学専攻 5（36％） 7 （50％） 8 （57％） 10 （71％） 7（50％） 6（43％） 

生物圏科学専攻 13（57％） 18 （78％） 8 （35％） 16 （70％） 25（109％） 19（83％） 

環境物質科学専攻 7（64％） 12（109％） 14（127％） 3 （27％） 6（55％） 13（118％） 

計 33（52％） 48 （76％） 41 （65％） 36 （57％） 55（87％） 49（78％） 

 
② 修士課程（博士前期課程） 

（単位：人（％）） 
専 攻 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 令和 3 年度 令和 4 年度 

環境起学専攻 40（91％） 29（66％） 41（93％） 28（64％） 28（64％） 30（68％） 

地球圏科学専攻 42（120％） 29（83％）  27（77％）  32（91％）  37（106％） 29（83％） 

生物圏科学専攻 56（108％） 53（102％） 54（104％） 80（154％） 70（135％） 63（121％） 

環境物質科学専攻 30（107％） 31（111％） 35（125％） 29（104％） 25（89％） 39（139％） 

計  168（106％）  142（89％） 157（99％）  169（106％） 160（100％） 161（101％） 

（注１）（ ）は，入学定員に対する充足率を示す。 

（注２）１０月入学者数を含む。 
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７−３ 在籍者数 
① 博士後期課程 

（単位：人） 
専 攻 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和４年度 

環境起学専攻 46     45     44     39     42 47 
地球圏科学専攻 28     29     26     34     37 37 
生物圏科学専攻 55     59     53     50     59 70 
環境物質科学専攻 26     23     26     31     28 30 

計 155     156     149     154     166 184 

 
② 修士課程（博士前期課程） 

（単位：人） 
専 攻 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 令和 3 年度 令和４年度 

環境起学専攻 96     84     78     68     60 63 
地球圏科学専攻 68     75     64     64     73 71 
生物圏科学専攻 102     107     114     147     149 137 
環境物質科学専攻 56     60     68     66     55 63 

計 322     326     324     345     337 334 
（注）各年度５月１日現在の数 
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８ 留学生数の推移と支援体制 

８－１ 留学生数（全体） 
 

① 博士後期課程 

（単位：人） 

専 攻 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和４年度 

環境起学専攻 26 25 30 22 37 36 

地球圏科学専攻 14 13 13 15 11 15 

生物圏科学専攻 12 12 12 7 11 21 

環境物質科学専攻 12 13 17 15 24 20 

計 64 63 72 59 83 92 

 

② 修士課程（博士前期課程） 

（単位：人） 

専 攻 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和４年度 

環境起学専攻 63     52     44     20     32 30 

地球圏科学専攻 6     7     7      5 15 9 

生物圏科学専攻 5     8     12       8 15 14 

環境物質科学専攻 5     14     20     19     19 20 

計 79     81     83     52     81 73 

（注）各年度５月１日現在の数 
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８−２ 留学生数（国別） 

（単位：人） 

地域 
日本語による 留学生数 

国名・地域名 博士後期 修士 

アジア 

インド 7 3 

インドネシア 2 2 

ミャンマー 1   

韓国 1  

香港 2  

ベトナム 3   

モンゴル 1  

中国 50 55 

バングラデシュ 11   

ネパール 3  

フィリピン 1   

タイ 1 1 

パキスタン   1 

ブルネイ   1 

マレーシア 1 1 

アフリカ 

タンザニア 1   

ナイジェリア 2 1 

ザンビア 1 1 

リベリア  1 

南スーダン  1 

モーリシャス 1   

南アフリカ   1 

北米 アメリカ 2  

ヨーロッパ 

フランス  1 

ロシア 1 1 

ルーマニア  1 

大洋州 
パプアニューギニア   1 

フィジー    

計 92  73  

（注）令和 4 年 5 月１日現在の数 
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８−３ 留学生の支援体制 

（１）英語プログラム（EPEES: English Program of Environmental Earth Science for a  

Sustainable Society）による留学生の受入 

現地面接等による渡日前入学制度を利用して 1名（修士課程 1名）が入学した。 
 

（２）JICAプログラム（SDGsグローバルリーダーコース，ABEイニシアティブ）の設定 

JICAが設定する審査様式や選考日程に沿って，留学生の募集・選考（大学情報の作成

や書類審査とテレビ会議による面接）を実施し，令和４年４月に１名（修士課程１

名），令和４年１０月に３名（研究生３名）が入学した。 

 

（３）北海道大学私費外国人留学生特待プログラムによる博士後期課程学生の支援 

北海道大学が入学金・学費相当額を支援，受入れ研究者が年間１００万円を超える研究

補助員経費を負担する制度により，９名（継続７名，新規２名）の私費留学生を受入れた。   

なお，地球環境科学研究院では，毎年２名相当分について教員共通経費を充てる制度を

設けている。 

また，令和４年度末に研究発表会を行い研究成果の報告が行われた。   
 

（４）ジョイントマスタープログラムによる特別聴講学生の受入 

北東連邦大学との協定によるジョイントマスタープログラムにより，５名の留学生を

受け入れた。 
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Ⅲ 教育活動 
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９ 専攻・コース編成 

 
環 境 起 学 専 攻（４コース） 

人間・生態システムコース 
環境適応科学コース 
実践環境科学コース 
国際環境保全コース 

 
地球圏科学専攻（３コース） 

生物地球化学コース 
大気海洋物理学・気候力学コース 
雪氷・寒冷圏科学コース 

 
生物圏科学専攻（９コース） 

多様性生物学コース 
生態遺伝学コース 
分子生物学コース 
植物生態学コース 
動物生態学コース 
海洋生物生産学コース 
水圏生物学コース 
森林圏フィールド科学コース 
耕地圏科学コース 

 
環境物質科学専攻（４コース） 

生体物質科学コース 
ナノ環境材料コース 
光電子科学コース 
環境触媒化学コース 
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１０ カリキュラム編成 

 

修了要件 

修士課程：必修科目１２単位を含み，合計３０単位以上修得することを修了の要件とする。 

ただし，環境物質科学専攻においては，必修科目１８単位，選択必修科目から８単

位以上を含み，合計３０単位以上を修得すること。なお，環境物質科学実習Ⅰ及び

環境物質科学実習Ⅱの単位は，修了に必要な単位数に算入することができない。 

博士後期課程：必修科目１２単位を修得すること。 

 

 

環境起学専攻 

修士課程 

（必修科目） 

・ 環境起学論文講読Ⅰ ４単位 

・ 環境起学特別研究Ⅰ ８単位 

（選択科目） ※基礎論・総論・特論・特別講義は２単位 

・ 環境科学基礎論 国際環境保全学総論 自然環境学総論 再生可能エネルギー総論 環境

適応学総論 実践環境科学総論Ⅰ 実践環境科学総論Ⅱ 環境汚染比較特論 地生態資源

学特論 気候変動影響特論 水循環学特論 環境情報地理学特論 水資源学特論 流域環

境学特論 環境保全学特論 寒冷陸圏環境学特論 応用生態学特論 環境適応学特論 環

境計量学特論 実践環境科学特論 国際科学コミュニケーション法特論 環境科学英語ラ

イティング特論 

・ 環境起学特別講義Ⅰ 環境起学特別講義Ⅱ 環境起学特別講義Ⅲ 

・ 環境解析法演習Ⅰ（２単位） 環境解析法演習Ⅱ（２単位） 山岳環境観測法実習（４単

位） 統合自然環境調査法実習（２単位） 統合環境地理調査法実習（４単位） 統合環

境分析法実習（４単位） 環境起学基礎演習（１単位） 実践環境科学演習Ⅰ（１単位） 

実践環境科学演習Ⅱ（１単位） 実践環境科学実習Ⅰ（１単位） 実践環境科学実習Ⅱ

（１単位） 実践環境科学インターンシップⅠ（２単位） 実践環境科学インターンシッ

プⅡ（２単位） 
 

博士後期課程 

（必修科目） 

・ 環境起学論文講読Ⅱ ４単位 

・ 環境起学特別研究Ⅱ ８単位 

 

 

地球圏科学専攻 

修士課程 

（必修科目） 

・ 地球圏科学論文講読Ⅰ ４単位 

・ 地球圏科学特別研究Ⅰ ８単位 
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（選択科目） ※基礎論・総論・特論・特別講義は２単位 

・ 古環境学基礎論 地球雪氷学基礎論 大気海洋物理学基礎論 大気海洋化学基礎論 生物

地球化学基礎論 北極域総論 

・ 古気候学特論 化学海洋学特論 海洋生物地球化学特論 生態系環境科学特論 生態系物

質循環学特論 氷河・氷床学特論 雪氷水文学特論 寒冷圏気象・気候学特論 理論雪氷

学特論 大気環境科学特論 極域海洋学特論 大気力学特論 海洋力学特論 気候変動特

論 気候モデリング特論 地球流体力学特論 大気海洋解析法特論 遠隔情報学特論 

・ 地球圏科学特別講義Ⅰ 地球圏科学特別講義Ⅱ 地球圏科学特別講義Ⅲ 地球圏科学特別

講義Ⅳ 

・ 地球圏科学演習Ⅰ（４単位） 地球圏科学演習Ⅱ（４単位） 地球圏科学実習Ⅰ（４単

位） 地球圏科学実習Ⅱ（４単位） 地球雪氷学実習Ⅰ（２単位） 地球雪氷学実習Ⅱ

（２単位） 

 

博士後期課程 

（必修科目） 

・ 地球圏科学論文講読Ⅱ ４単位 

・ 地球圏科学特別研究Ⅱ ８単位 

 

 

生物圏科学専攻 

修士課程 

（必修科目） 

・ 生物圏科学論文講読Ⅰ ４単位 

・ 生物圏科学特別研究Ⅰ ８単位 

（選択科目） ※基礎論・特論・特別講義は２単位 

・ 多様性生物学基礎論 生態学基礎論 分子生物学基礎論 海洋生物環境学基礎論 フィー

ルド科学基礎論 北方生態系の生物多様性基礎論 生物生産学基礎論 

・ 多様性生物学特論Ⅰ 多様性生物学特論Ⅱ 生態遺伝学特論Ⅰ 生態遺伝学特論Ⅱ 環境

分子生物学特論Ⅰ 環境分子生物学特論Ⅱ 植物生態学特論Ⅰ 植物生態学特論Ⅱ 動物

生態学特論Ⅰ 動物生態学特論Ⅱ 海洋生物圏環境科学特論Ⅰ 海洋生物圏環境科学特論

Ⅱ 水圏科学特論Ⅰ 水圏科学特論Ⅱ 森林圏科学特論Ⅰ 森林圏科学特論Ⅱ 森林圏科

学特論Ⅲ 森林圏科学特論Ⅳ 耕地圏科学特論Ⅰ 耕地圏科学特論Ⅱ 

・ 生物圏科学特別講義Ⅰ 生物圏科学特別講義Ⅱ 

・ 生物圏科学実習Ⅰ（４単位） 生物圏科学実習Ⅱ（４単位） フィールド科学特別実習Ⅰ

（１単位） フィールド科学特別実習Ⅱ（１単位） 

 

博士後期課程 

（必修科目） 

・ 生物圏科学論文講読Ⅱ ４単位 

・ 生物圏科学特別研究Ⅱ ８単位 
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環境物質科学専攻 

修士課程 

（必修科目） 

・ 環境物質科学論文講読Ⅰ ４単位 

・ 環境物質科学特別研究Ⅰ ８単位 

・ 環境物質科学基礎論Ⅰ 環境物質科学基礎論Ⅱ 環境物質科学基礎論Ⅲ 各２単位 

（選択必修科目）各２単位 

・ 分子環境学特論Ⅰ 生体物質科学特論Ⅰ 生体物質科学特論Ⅱ ナノ環境材料化学特論Ⅰ 

ナノ環境材料化学特論Ⅱ ナノ環境材料化学特論Ⅲ 光電子科学特論Ⅰ 光電子科学特論

Ⅱ 環境触媒化学特論Ⅰ 環境触媒化学特論Ⅱ 

（選択科目） ※実習は４単位，特論は２単位，特別講義は１単位 

・ 分子環境学特論Ⅱ 分子環境学特論Ⅲ 

・ 環境物質科学特別講義Ⅰ 環境物質科学特別講義Ⅱ 環境物質科学特別講義Ⅲ 環境物質

科学特別講義Ⅳ 

・ 環境物質科学実習Ⅰ 環境物質科学実習Ⅱ 

 

博士後期課程 

（必修科目） 

・ 環境物質科学論文講読Ⅱ ４単位 

・ 環境物質科学特別研究Ⅱ ８単位 

 

 

 
環境科学院共通科目 

修士課程 

（選択科目） 

・環境科学総論 （２単位） 環境科学研究基礎論（１単位） 

・国際環境科学実習Ⅰ（１単位） 国際環境科学実習Ⅱ（１単位） 国際環境科学研究Ⅰ（２

単位） 国際環境科学研究Ⅱ（２単位） 

 

博士後期課程 

（選択科目） 

・国際環境科学特別研究Ⅰ（２単位） 国際環境科学特別研究Ⅱ（２単位） 国際環境科学特

別研究Ⅲ（２単位） 
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１１ 本学大学院（環境科学院以外）での講義・演習 

 

環境起学専攻 

なし 
 

地球圏科学専攻 

 なし 
 

生物圏科学専攻 

部局等名 授業科目名 
単

位

数 
責任教員 本学院における 

担当教員 

本学院教

員の担当

コマ数（1
コマ＝1.5
時間） 

理学院 多様性生物学研究法 2 高木 昌興 

越川 滋行 １ 

仲岡 雅裕 1 

四ツ倉典滋 1 

理学院 多様性生物学概論 2 堀口 健雄 

大原  雅 1 

野田 隆史 2 

久保 拓弥 2 

越川 滋行 1 

相場慎一郎 2 

獣医学院 
動物生殖医学特論（国際：

Advanced Lecture on  
Theriogenology） 

1 片桐 成二 早川 卓志 1 

 

環境物質科学専攻 

 なし 
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１２ 大学院共通授業科目での講義・演習 

 
環境起学専攻 

講義名 
単

位

数 
責任教員 

 
本学院における 

担当教員 

本学院教

員の担当

コマ数（1
コマ＝1.5
時間） 

One program for Global Goals 
SDGs 実習：スプリングスクール in ASEAN III 1 根岸淳二郎 根岸淳二郎 1 

One program for Global Goals 
SDGs 実習：スプリングスクール in ASEAN IV 1 根岸淳二郎 根岸淳二郎 1 

One program for Global Goals 
SDGs 実習：サマースクール in Japan Ⅰ 1 根岸淳二郎 根岸淳二郎 1 

One program for Global Goals 
SDGs 実習：サマースクール in Japan Ⅱ 1 根岸淳二郎 根岸淳二郎 1 

環境汚染の調査と評価・修復の実践 1 石塚真由美 豊田 和弘 1.5 

環境汚染比較特論 2 豊田 和弘 豊田 和弘 15 

環境科学総論 2 渡邉 悌二 

渡邉 悌二 

露崎 史朗 

佐藤 友徳 

相場慎一郎 

10 

環境科学総論（日本語版） 2 山中 康裕 

山中 康裕 

柴田 英昭 

廣川  淳 

15 

実践環境科学チーム活動演習 1 山中 康裕 山中 康裕 15 

実践環境科学チーム活動実習 1 山中 康裕 山中 康裕 15 

ケミカルハザード対策専門家特論Ⅳ: 環境修復

と診断技術 
1 石塚真由美 沖野 龍文 1 

環境と健康および持続可能な開発目標Ⅱ 1 池田 敦子 沖野 龍文 1 

SDGsからポスト SDGs を目指して 1 沖野 龍文 
沖野 龍文 

Ram AVTAR 
LIU Tong 

6 

Hokkaido Summer Institute 
From SDGs toward post SDGs 1 Tatsufumi Okino 

Tatsufumi Okino 
Kazuo 

Matsushita 
Ram Avtar 
Takafumi 

Hirata 

8 

環境と健康および持続可能な開発目標Ⅱ 1 池田 敦子 豊田 和弘 1.5 
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Fundamental Course in Environmental Science 2 平田 貴文 

露崎 史朗 

沖野 龍文 

根岸淳二郎 

佐藤 友徳 

早川 裕弌 

Ram Avtar 
 Jorge García- 

Molinos 
先崎 理之 

平田 貴文 

12 

 

地球圏科学専攻 

講義名 

単

位

数 

責任教員 

 

本学院における 

担当教員 

本学院教

員の担当

コマ数（1

コマ＝1.5

時間） 

南極学特別講義 I 2 青木  茂 

杉山  慎 

青木  茂 

山本 正伸 

7 

南極学特別実習 III（野外行動技術実習） 2 杉山  慎 
杉山  慎 

白岩 孝行 
17 

南極学特別実習 IV（母子里雪氷学実習） 2 箕輪 昌紘 

渡辺  力 

杉山  慎 

グレーベ ラル

フ 

白岩 孝行 

飯塚 芳徳 

ポドリスキ エ

ヴゲニ 

曽根 敏雄 

的場 澄人 

下山  宏 

箕輪 昌紘 

30 

 

生物圏科学専攻 

講義名 

単

位

数 

責任教員 

 

本学院における 

担当教員 

本学院教

員の担当

コマ数（1

コマ＝1.5

時間） 

北方生態系の生物多様性基礎論（英語） 2 工藤  岳 

工藤  岳 

小泉 逸郎 

中路 達郎 

先崎 理之 

大舘 智志 

小林  真 

野田 隆史 

岸田  治 

星野洋一郎 

内海 俊介 

高木健太郎相場

慎一郎 

中村  剛 

揚妻 直樹 

15 

https://sites.google.com/view/yshayakawa/
https://scholar.google.com/citations?user=JEp-6wIAAAAJ&hl=ja
https://scholar.google.com/citations?user=JEp-6wIAAAAJ&hl=ja
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多様性生物学基礎論 2 小泉 逸郎 
小泉 逸郎 2 

早川 卓志 2 

 

環境物質科学専攻 

講義名 

単

位

数 

責任教員 
本学院における 

担当教員 

本学院教

員の担当

コマ数（1

コマ＝1.5

時間） 

化学特別講義 1 長谷川 淳也 中島 清隆 1 

世界を先導する分子化学 ⅠC （持続可能社会の

ための最先端触媒技術）    
1 長谷川 淳也 中島 清隆 1 

SDGs基礎論：グローカルな課題認識と国際協働 1 藤田 修 
Biju Vasudevan 

Pillai 1 

SDGs基礎論：グローカルな課題認識と国際協働 1 藤田 修 神谷 裕一 1.5 

大学院共通授業科目（一般科目）：自然科学・応

用科学 ケミカルハザード対策専門家特論Ⅳ: 

環境修復と診断技術 

1 石塚 真由美 
神谷 裕一 

沖野 龍文 
3 
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１３ 公開コースの開催 

 
１３－１ 令和 4年度 OGGｓ（One program for Global Goals）PAREコース 
  

本プログラムは、文部科学省が行う「大学の世界展開力強化事業」の一つとして平成24年度

からPAREプログラムとして実施された。現在は、OGGｓプログラムの一つとして農学院、環境

科学院、工学院、水産科学院、情報科学院との共同で、タイの4大学とインドネシアの3大学と

大学院教育コンソーシアムを形成し継続実施している。令和4年度においては、OGGｓプログラ

ムに関連したSDGs基礎論に環境科学院から計5名受講し、全体では65名の受講であった。ま

た、サマースクール（SDGs実習in Japan）は北海道大学と黒松内町を拠点に、スプリングスク

ール（SDGs実習in ASEAN）はタイ（カセサート大学主催）で実施した。環境科学院からはスプ

リングスクールに3名参加し、全体ではサマー・スプリングスクールそれぞれに14および38名

が参加した。 

 

１３－２ 南極学カリキュラム 
南極学カリキュラムでは，極域・寒冷圏における環境とその変化、地球環境への影響等につ

いて総合的に学ぶ教育プログラムを提供している。令和4年度はプログラムの基幹をなす，南

極学特別講義2科目と南極学特別実習3科目を開講し，規定単位を修得したカリキュラム修了者

9名に修了証書（Diploma of Antarctic Science）を授与した。各プログラムは、大学院共通科

目の他、本学が推進するラーニングサテライト及びサマーインスティチュート科目として開講

しており、環境科学院を中心に，学内他分野の大学院生が各プログラムを受講し，学生間交流

や幅広い知識獲得の機会となっている。 
本カリキュラムは，極域科学教育に関する国際的な枠組みである国際南極大学

(International Antarctic Institute)の一翼を成すものであり，国立極地研究所，神戸大学，

ETH，ブレーメン大学，タスマニア大学など国内外の研究機関と連携して，国際的な環境教

育・研究を推進するものである。 
 

過去5年間の各講義履修者数，および南極学修了証書の取得者数 
南極学特別科目 H30 R1 R2 R3 R4 

特別講義I 46 48 39 57 73 
特別講義II 12 8 15 15 15 

特別実習I（スイス氷河実習） 11 7 実施せず 実施せず 6 
特別実習II（サロマ湖海氷実習） 実施せず 実施せず 実施せず 実施せず 実施せず 
特別実習III（野外行動技術実習） 32 43 31 39 42 
特別実習IV（母子里雪氷実習） 16 12 7 12 20 

南極学修了証書 10 5 6 5 9 
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１３－３ Northern Environment Expert Education (NJE3) プログラム 
 

NJE3 プログラムは持続可能な社会の実現に貢献する人材の育成を目指して創設された，大

学院生を対象とする国際共修プログラム One Program for Global Goals の一つであり，環境

科学院，工学院，文学院の教員が担当している。気候変動や歴史文化の多様性など，地球規模

の問題が集積する北方圏を対象として，「環境評価」「文化的多様性」「土壌と生産」「地域資源

開発」「防災管理」の分野横断的な重要課題を扱っており，複合的・総合的な観点を持った地

域専門家の育成を目指している。 
 
令和4年度は，集中講義と実習を大学院共通授業科目として実施した。 

（１）NJE3 基礎科目（令和 4 年 8 月）：SDGs 基礎論：「北極圏と日本における環境・文化・開

発」の集中講義を実施した。 
NJE3 国際経験科目（令和 5 年 2 月）：SDGs 実習：北方圏演習「北極域の大気と海洋と

陸域の環境・社会」の実習をオンラインで行った。参加者は北海道大学工学院の学生 2
名であり，集中講義と学生による講義内容を発展させたプレゼンテーションを実施し

た。 
 
 
 

１４ ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）研修 
 

〇地球環境科学研究院・環境科学院 令和４年度 FD 研修会 
「北海道大学の SDGs 達成への取り組みと教育研究活動」 

 開催日時：令和５年１月５日（木）１５：００～１６：３０ 
 出席者数：５６名 
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Ⅳ 成  果 
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１５ 学位取得状況 

１５−１ 博士論文題目一覧 

環境起学専攻 

Regional characteristics of winter cyclone activity around Hokkaido and its multidecadal trend 
associated with surface pressure patterns over Northeast Asia（北海道周辺における冬季低気圧活動

の地域特性と北東アジアの気圧配置に関連した数十年規模の傾向）田村 健太（人間・生態シ

ステム） 

中国雲南省における女子高校生への教育支援に関する事例研究－非経済的支援の長期的な効

果について－ 王   寧（実践環境科学） 

An integrated approach to evaluate challenges and opportunities to address water resource management 
issues in Can Tho City, Vietnam（ベトナム、カントー市における水資源管理問題への取り組み

のための課題と機会の評価の統合的アプローチ）Duc Nguyen Hong（国際環境保全） 

An environmental assessment of gully erosion susceptibility in Chambal ravines of India: Geospatial 
and machine learning based approach（インド・チャンバル渓谷におけるガリー侵食の起こりや

すさの環境評価：地理空間情報および機械学習によるアプローチ）RAJ  RAVEENA（国際環

境保全） 

Recreational impacts on unmanaged campsites in Daisetsuzan National Park and suitable management 
strategy to enhance site sustainability（大雪山国立公園の野営指定地におけるレクリエーション

の影響と持続可能性を高めるための適切な管理戦略）王 婷（人間・生態システム） 

Structural and functional assessments of hyporheic macroinvertebrates across multiple environmental 
gradients in rivers of Hokkaido, Japan（北海道河川における複数環境傾度に沿った河床飽和間隙

水域無脊椎動物の構造および機能評価）Md. Khorshed Alam（人間・生態システム） 

Secondary metabolites produced by endosymbionts of shipworm woodborers (Bivalvia: Teredinidae) 
along the coast of Hokkaido（北海道沿岸の木材穿孔動物フナクイムシ類（二枚貝綱：フナクイ

ムシ科）の共生生物によって生産される二次代謝産物）Descallar Angem Librando（環境適応科

学） 

Statistical analysis on the effect of precipitation on the variability of extreme sea levels along the coast 
of Bangladesh（バングラデシュ沿岸域における極端な高水位の変動をもたらす降水の効果に関

する統計解析）Islam Mohammad Anowarul（論文博士） 

Flood risk mitigation by inundation mapping and socioeconomic analyses in two river basins of Nepal
（ネパールの2つの河川流域における浸水域予測地図作成と社会経済分析による洪水リスク

軽減）THAPA BHABANA（論文博士） 

Study on the interaction of cesium with clay minerals aiming electrokinetic remediation of contaminated 
soil（汚染土壌の動電的修復を指向したセシウムと粘土鉱物との相互作用に関する研究）明本 

靖広（論文博士） 

 

地球圏科学専攻 

Reconstruction of temporal variation of Asian dust provenances in silt and clay fractions in Japan Sea 
sediments since 10 Ma based on a quantification of each source contribution using a statistical end-
member decomposition of powder X-ray diffraction profiles（日本海堆積物の粒度別粉末X線回折
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プロファイルの統計的端成分分解に基づくアジア起源風成塵供給源別定量とその時代変化の

復元）李 梅花 Alison（大気海洋化学・環境変遷学） 

Changes in marine-terminating outlet glaciers in northwestern Greenland from remote sensing（リモー

トセンシングを用いたグリーンランド北西部における溢流氷河の変動に関する研究）王 鄴凡

（雪氷・寒冷圏科学） 

Evolution of Glaciar Pío XI, a calving glacier in the Southern Patagonia Icefield, under the influence of 
non-climatic forcing （南パタゴニア氷原 Pío XI 氷河における気候以外の要素に影響を受けた

末端位置・表面標高・流動変化）波多 俊太郎（雪氷・寒冷圏科学） 

The contribution of the Indo-Pacific sea surface height variability to the Indonesian Throughflow under 
changing climate. （変わりゆく気候系におけるインド太平洋地域の海面高度変動がインドネシ

ア通過流に及ぼす影響）Shilimkar Vivek Kishor（大気海洋物理学・気候力学） 

Separation methods of the internal climate variability and externally forced response, and their 
applications to the decadal climate variability in the tropical ocean-atmosphere. （外部強制応答と内

部気候変動の分離手法とその熱帯大気海洋系における10年周期気候変動への応用）宮地 友

麻（大気海洋物理学・気候力学） 

Cross-shelf overturning in geostrophic-stress-dominant coastal fronts（地衡流シアー応力が卓越する

沿岸フロントにおける陸棚上の鉛直循環）Yuan Nan（大気海洋物理学・気候力学） 

Role of marine nitrogen-fixing organisms in the formation of atmospheric reactive nitrogen（大気反応

性窒素の放出生成に対する海洋窒素固定生物の役割）土橋 司（生物地球化学） 

The effect of the extreme wet event on the larch forest ecosystem in northeastern Siberia（北東シベリ

アのカラマツ林生態系に及ぼす湿潤イベントの影響）NOGOVITCYN ALEKSANDR（生物地

球化学） 

A study on an interaction between an upper-layer eddy and a bottom topography using a quasi-
geostrophic model（準地衡流モデルを用いた上層の渦と海底地形の相互作用に関する研究）竹

内 猛晶（大気海洋物理学・気候力学） 

A study on inclusions in ice layers formed by melting and refreezing processes in ice cores（アイスコ

アに含まれる融解再凍結によって形成された氷板内の不純物に関する研究）川上 薫（雪氷・

寒冷圏科学） 

Estimating streamflow of the Abashiri River under likely future climate and land use land cover 
conditions（将来起こりうる気候と土地利用・土地被覆変化による網走川の流出推定）史 穆

清（雪氷・寒冷圏科学） 

Development and application of parameterization techniques for next-generation Southern Ocean 
oceanographic observations（次世代南大洋海洋観測に対するパラメタリゼーション技術の開発

と展開）潘 先亮（生物地球化学） 

Community dynamics and photophysiological capabilities of diatoms in the water column and sediments 
of the Pacific Arctic region（太平洋側北極海の水柱および堆積物中における珪藻類の群集動態

と光生理能力に関する研究）深井 悠里（生物地球化学） 
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生物圏科学専攻 

Utilization of circulating insulin-like growth factor-1 and its binding proteins as physiological indices 
for hatchery release and aquaculture of salmonids（増養殖業における生理学的指標としての血中

インスリン様成長因子-1とその結合蛋白）崔 聞達（海洋生物生産学） 

森林管理に伴う土壌撹乱後のミミズ群集の定着と窒素動態における役割（Colonization of 
earthworm community and their role in nitrogen dynamics after soil disturbance during forest 
management）河上 智也（森林圏フィールド科学） 

Effects of ocean current fluctuations on community dynamics in rocky intertidal habitat（海流系変動

が岩礁潮間帯ハビタットにおける群集動態に及ぼす効果）石田 拳（動物生態学） 

Theoretical and empirical studies on the roles of life history variation in maintaining genetic diversity 
in stage-structured perennial plant populations（生育段階構造を持つ多年生植物集団において生活

史変異が遺伝的多様性に及ぼす影響の理論的および実証的研究）都築 洋一（生態遺伝学） 

Study on quantification of commercial fisheries echo sounder information for visualization of fish school 
distribution in Hyuga-nada, Miyazaki, Japan（日向灘における魚群分布の可視化に向けた漁業用

魚群探知機の定量化に関する研究）朱 妍卉（水圏生物学） 

Establishment of artificial symbiosis between Lemna minor and the diazotrophic bacterium Azotobacter 
vinelandii, and elucidation of the mechanisms of bacterial plant growth promotion（ウキクサ Lemna 
minorと窒素固定細菌 Azotobacter vinelandiiの人工共生系構築と植物成長促進機構の解析）

Kamal, Shuvro Sajjad（論文博士） 

 

環境物質科学専攻 

  Development of new methodology toward C-C bond formation with halogenated Weinreb amide for 
synthesis of halogenated natural product（ハロゲン化された天然有機化合物の合成に向けた、ハ

ロゲン化されたワインレブアミドを用いる新規炭素―炭素結合形成反応の開発）Nurcahyo 
Iman Prakoso（生体物質科学） 

  Electrocatalytic nitrate and nitrous oxide reduction reactions at trimetallic interfaces of Pt, Pd and Sn
（白金、パラジウム、スズの三元金属界面における硝酸イオンおよび亜酸化窒素の電極触媒

還元反応）Sarker Abinash Chandro（ナノ環境材料） 

  Hf-Betaゼオライトの迅速合成および移動水素化反応に対する触媒作用の定量的理解（A rapid 
synthesis of Hf-Beta zeolite and understanding its catalytic function for transfer hydrogenation）中村 

太一（ナノ環境材料） 

  Development of multifunctional ferromagnets based on supramolecular structures and bimetallic 
oxalate complexes（超分子構造とシュウ酸金属錯体塩に基づいた多機能強磁性体の開拓）WU 

JIABING（光電子科学） 

  Self-assembled structure and magnetism of lanthanoid multinuclear complexes with lacunary 
polyoxometalate ligands（欠損型ポリオキソメタレート配位子を有するランタノイド多核錯体

の自己組織化構造と磁性）WU DONGFANG（光電子科学） 

  Development of fluorescent molecules and nanobioconjugates for cell imaging and singlet oxygen 
sensing （細胞イメージングと一重項酸素センシングに向けた蛍光分子とナノバイオコンジュ

ゲートの開発) SOBHANAN Jeladhara（光電子科学） 
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  Studies of photoinduced electron transfer and exciton dynamics in halide perovskite films and single 
particles（ハロゲン化物ペロブスカイト膜と単一粒子における光誘起電子移動と励起子ダイナ

ミクスの研究）BHAGYASHREE Mahesha Sachith（光電子科学） 

  Geometric and electrostatic effects of tectons on formation of hydrogen-bonded organic frameworks
（水素結合性有機フレームワークの形成におけるテクトンの幾何学的および静電的な影響）

YANG ZHUXI（光電子科学） 

原子力施設で発生する廃液の処理を目指した均一系および不均一系触媒反応による水中アン

モニウムイオンのオゾン酸化（Catalytic ozonation of ammonium ions in water with homogeneous 
and heterogeneous catalysts towards treatment of liquid waste generated in nuclear facilities）粟飯原 

はるか（論文博士） 

Development of a Reliable Method to Evaluate Photocatalytic Activity by Colorimetric Analysis without 
Using Organic Dyes（有機色素を用いない比色法による高信頼性光触媒活性試験法の開発）Fitri 
Rizki Amalia（論文博士） 

ラベル化可能な蛍光ソルバトクロミック色素の合成と化学センサーポリマーの開発(Synthesis 
of labelable fluorescent solvatochromic dyes and development of chemical sensor polymers) 岸 和樹

（論文博士） 

 

１５－２ 修士論文題目一覧 
環境起学専攻 

北海道東部の別寒辺牛川流域におけるシリカの空間分布に関する研究(Study on the spatial 
distribution of silica in the Bekanbeushi river basin) 平 博成（人間・生態システム） 

Application of three-dimensional digital contents of Silk Road in museums for history and geography 
education（博物館におけるシルクロード関連の 3 次元デジタルコンテンツの歴史・地理教育

への応用）Ke Wenwen（人間・生態システム） 

Risk from future climate change to Pakistan's protected area network: a composite analysis for hotspot 
identification（将来的な気候変動がパキスタンの保護区ネットワークに与えるリスク：複合分

析によるホットスポットの特定）Siddique Muhammad Taimur（国際環境保全） 

Tree species classification based on multi-source geospatial data and machine learning (マルチソース

地理空間データと機械学習に基づく樹種分類) 付 津津（国際環境保全） 

Assessment of heat risk in Indian cities using geospatial and socio-ecological data (地理空間・社会生

態学的データを用いたインド都市における暑さリスクの評価) Mandvikar Kaushik Vilas（国際

環境保全） 

Geospatial assessment of pre- and post-earthquake landslide susceptibility in Atsuma region, Hokkaido, 
Japan （北海道厚真地域における地震前後の地すべりの発生しやすさの地理空間的評価）

Muhammad Zulhilmi Abdul Azim（国際環境保全） 

Heavy metal contents in some edible seaweeds (Wakame, Kombu) in Japan（日本の食用海藻（ワカ

メや昆布）中の重金属含有量）Mosusu, Eileen, Taroama（国際環境保全） 



 - 34 - 

An investigation of drone applications to support small-scale agriculture （小規模農業を支援するた

めのドローン活用の検討）Louw, Albertus, Stephanus（国際環境保全） 

おうちミュージアムの目的とその達成 渋谷 美月（実践環境科学） 

気候変動がホタテガイ（Mizuhopecten yessoensis）に及ぼす影響評価 岩渕 啓祐（人間・生態

システム） 

Vegetation recovery assessments in landslide-affected areas after the 2018 Hokkaido Eastern Iburi 
Earthquake （2018 年北海道胆振東部地震による斜面崩壊被災地の植生回復評価）于 心悦 
（人間・生態システム） 

大型木質バイオマス専焼発電所において未利用木質バイオマスエネルギーは有用な再生可能

エネルギーとなりうるか？ : 北海道を事例研究として 小野 遼河（人間・生態システム） 

参加者視点から見た市民科学を長期化させる要因: 高山植物モニタリングをケーススタディ

とした洞察 重石 幸樹（人間・生態システム） 

温泉発電の環境性と経済性の評価：岐阜県奥飛騨温泉郷と兵庫県湯村温泉における事例研究 

髙山 海（人間・生態システム） 

過去の気候変動による日本における短時間の強い降水の変化 永廣 滉介（人間・生態シス

テム） 

広島県大久野島におけるヨーロッパアナウサギ(Oryctolagus cuniculus)の巣穴に関する研究 

平嶋 力（人間・生態システム） 

チベット高気圧と太平洋高気圧の二段階構造が日本における熱中症患者数に与える影響 森

岡 丈博（人間・生態システム） 

Development of species-specific eDNA technology to detect and quantify hyporheic invertebrates in 
rivers（河川飽和間隙水域における無脊椎動物の検出のための種特異的環境DNA技術開発）姚 

述禹（人間・生態システム） 

沖縄県産の藍藻とタツナミガイが生産する生物活性物質の探索 亀山 美宇（環境適応科学） 

Studies on vanadium-dependent bromopreoxidase-catalyzed biosynthesis of laurencin（Laurencin生合

成におけるバナジウム依存型ブロモペルオキシダーゼによる触媒反応に関する研究）莫 貴

友（環境適応科学） 

Studies on secondary metabolite from the cyanobacterium Microcystis aeruginosa and the sea hare 
Aplysia kurodai（藍藻Microcystis aeruginosaとアメフラシAplysia kurodaiの二次代謝産物に関す

る研究）LU Yiming（環境適応科学） 

オンライン上のエスニック・コミュニティに関する考察 —「北海道華人之家」の事例研究— 

夏 晨陽（実践環境科学） 

小樽市塩谷における地域共生社会の実現 — 行政と協働した生活満足度調査— 菅野 賢人

（実践環境科学） 

自らのウェルビーイングを探すワークショップ型教育プログラム—北海道大学well-beingコン

パスプロジェクトに関する事例研究— 瀨野 佳月（実践環境科学） 
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日中オンライン国際交流プログラムの開発 —「つながる場 in Japan&China」の実践と参加者

評価をもとに— 曹 潔（実践環境科学） 

Vegetation recovery assessment using UAVs in forest areas after the 2018 Hokkaido Eastern Iburi 
Earthquake（2018年北海道胆振東部地震後の森林域におけるUAVを用いた植生回復評価）王 

ショウショウ（人間・生態システム） 

Assessment of river sediment and nutrient loading into coastal waters of Northern Okinawa Island, Japan 
in relation to coral reef communities（河川から流出する堆積物および栄養塩がサンゴ群集に与え

る影響〜沖縄本島北部の沿岸水域での検証〜）マクリン 美貴（国際環境保全） 

Assessment of nitrogen oxides concentration in non-attainment areas of Maharashtra, India（インド, 
マハーラーシュトラ州の環境基準値未達成地域における窒素酸化物濃度の評価）RAUT Aniket 
Uday（国際環境保全） 

Use of exposed roots to estimate soil erosion on hiking trails of Mt. Yotei, Japan（羊蹄山の登山道に

おける土壌侵食の推定への露出した樹木の根の利用）曽 傑（国際環境保全） 

越境学習から見た地方自治体へ派遣された人材の学び 江本 将貴（実践環境科学） 

 

地球圏科学専攻 

Spatiotemporal high-resolution mapping of biological production in the Southern Ocean （南大洋に

おける生物生産量の時空間高解像度マッピング）頼 祥星（生物地球化学） 

北太平洋表層における単細胞性窒素固定ラン藻グループBの時空間分布と生物地球化学パラ

メータとの関係 後藤 寛治（生物地球化学） 

機械学習を用いたシベリア域の森林火災の発生件数と焼失面積の予測 伊藤 佳樹（大気海

洋物理学・気候力学） 

南極海の海流に着目したCMIP6解析 岩田 啓杜（大気海洋物理学・気候力学） 

北海道オホーツク海陸棚の海底混合層・高濁度水とその行方 植田 純生（大気海洋物理学・

気候力学） 

東シナ海上の停滞前線に伴う大雨に見られた日周期変動の研究 小川 直斗（大気海洋物理

学・気候力学） 

Annual and inter-annual variations of tropospheric ozone in Sapporo - the role of transport in the 
springtime peak（札幌における対流圏オゾンの季節変動と年々変動）KWOK Jommy（大気海洋

物理学・気候力学） 

ウェッデル海南部における氷床融解水の分布とその経年的変動 権藤 駿（大気海洋物理学・

気候力学） 

東南極サブリナ海岸沖における淡水輸送 佐藤 広夢（大気海洋物理学・気候力学） 

金星探査機あかつきを用いた金星雲層における筋雲に関する研究 髙瀬 拓海（大気海洋物

理学・気候力学） 

観測データに基づいたノルディック海におけるPolar Lowー海洋間相互作用の研究 田中 陸

渡（大気海洋物理学・気候力学） 
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気球搭載雲粒子測定器CPSとCloudscopeの同時飛揚による検証 豊木 崚平（大気海洋物理

学・気候力学） 

機械学習を用いた日本の都市部におけるPM2.5の動態変動予測手法の開発と検証 仁木 正

義（大気海洋物理学・気候力学） 

海面熱フラックスデータに基づく南大洋の海面熱吸収変化とその要因 藤本 海（大気海洋

物理学・気候力学） 

オホーツク海における海氷の融解量及び熱塩輸送量の推定 本田 茉莉子（大気海洋物理学・

気候力学） 

外部強制による地表気温応答の季節別地域特性の推定とその評価 宮田 愛美（大気海洋物

理学・気候力学） 

全球同化モデル(ECCO-LLC270)を用いた南極沿岸流(ASC)についての研究 安井 翼（大気海

洋物理学・気候力学） 

Development of aerosol origin model and its applications to the analyses of transboundary air pollution 
events（エアロゾル起源モデルの開発と越境大気汚染事例解析への適用）王 碧茹（大気海洋

物理学・気候力学） 

羊蹄山山頂部の周氷河環境の研究 飯田 幹太（雪氷・寒冷圏科学） 

グリーンランド南東ドームアイスコアの電気伝導度と不純物の解析 捧 茉優（雪氷・寒冷

圏科学） 

北海道東部別寒辺牛川における有色溶存有機物の流出動態 竹内 祥太（雪氷・寒冷圏科学） 

近赤外反射を用いたグリーンランド南東ドームアイスコアの積雪構造と圧密氷化過程 松本 

真依（雪氷・寒冷圏科学） 

グリーンランド北西部カナック氷帽における2012-2022年の表面質量収支 渡邊 果歩（雪

氷・寒冷圏科学） 

A new GDGT index and temperature calibration optimized for the Antarctic Ocean, and its application 
to reconstruction of seawater temperatures in the Pliocene. （南極海に最適化したGDGT古水温計の

確立と鮮新世への応用）石井 花菜（生物地球化学） 

オホーツク海における海氷融解後の生物化学的環境と物質供給インパクト 今井 望百花

（生物地球化学） 

アセチル化における炭素同位体分別の解明 金谷 みちる（生物地球化学） 

IODP U1422 地点堆積物中の砂含有量と泥鉱物組成に基づく北部日本海の堆積環境の復元 

西條 竜碧（生物地球化学） 

水月湖コア中のバイオマーカーを用いた完新世気候復元 清水 さくら（生物地球化学） 

Accumulation of Iron in Sea Ice during Ice Formation: Ice Tank Experiment（海氷形成と鉄の取り込

みに関する研究：アイスタンク実験）ZHOU Jiakai（生物地球化学） 

Trophic position estimate of marine fish larvae viewed via the δ15N values of amino acids: the effect of 
variation in the body size（アミノ酸の安定窒素同位体比を用いた海水魚の栄養段階推定：稚魚

における体サイズの影響評価）菅谷 智司（生物地球化学） 
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河川における体サイズおよび生活様式が異なる微生物による溶存有機物分解に関する研究 

髙木 悠司（生物地球化学） 

Nitrogen isotopic analysis of amino acids for estimating trophic position of costal marine species around 
Hokkaido（アミノ酸の安定窒素同位体比(δ15N値）を用いた北海道沿岸の食物連鎖網の可視化） 

山本 倖多（生物地球化学） 

Origin and formation process of marine atmospheric organic aerosols during the spring phytoplankton 
bloom in the Sea of Okhotsk（春季植物プランクトンブルーム期のオホーツク海における海洋大

気有機エアロゾルの起源と生成過程）王 韵涵（生物地球化学） 

南極エンダービーランド沖における秋季亜表層暖水の時空間変動 成田 健志（大気海洋物理

学・気候力学） 

 

生物圏科学専攻 

資源分割による採餌形質の変異は二次性徴パターンを変えるか？オショロコマの顎形態の繁

殖期・非繁殖期の比較 大槻 泰彦（動物生態学） 

The determinants of litter decomposition rates, detected by litterbag experiments, in a post-mined 
peatland（泥炭採掘跡地においてリターバッグ実験により検出されたリター分解速度の規定要

因）中西 亮二（多様性生物学） 

屋久島の植生垂直分布と樹種の生態的特性 宮崎 聖慈（多様性生物学） 

春季スモルト化期のサクラマス血中インスリン様成長因子-1とその結合タンパク 阿部 莞

爾（海洋生物生産学） 

Mycorrhizal types of dominant species affect the dynamics of established seedlings in forest 
communities（優占種の菌根タイプが森林群集に定着する実生の動態に及ぼす影響）井口 光

（森林圏フィールド科学） 

絶滅危惧種イトウの黒点による個体識別と個体数推定 峰晴 法行（動物生態学） 

シンリンオオカミにおける植物性食物の腸内細菌叢への影響の解析 今野 愛弓（生態遺伝

学） 

Gut microbiome analysis of captive giant pandas in Japan（日本で飼育されているジャイアントパ

ンダの腸内マイクロバイオームの解析）王 雪瑩（生態遺伝学） 

水圏環境指標としてのペンギン類の腸内細菌叢の比較解析 垣内 悠太郎（生態遺伝学） 

高山適応に着目したユキヒョウの行動とゲノム基盤の解析 後藤 葉月（生態遺伝学） 

北海道トガリネズミ類の腸内細菌叢の比較解析 佐藤 理子（生態遺伝学） 

コアラの性格の遺伝的基盤と行動に与える影響の解明 鈴木 美澪（生態遺伝学） 

Ecological and genetic studies on the speciation of Trillium smallii (コジマエンレイソウの種分化

過程に関する生態遺伝学的研究) 髙木 雄登（生態遺伝学） 

夕張山地の地下性Trechiama属ゴミムシと近縁種の関係 髙橋 遥花（生態遺伝学） 

ズンドウメクラチビゴミムシにおける視覚器構造の地下適応 寺島 裕人（生態遺伝学） 
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山口県由来ニホンザルの腸内細菌叢と農作物採食との関係 中村 桃子（生態遺伝学） 

Ecological and genetic studies on the inhabitation status of an endemic tetraploid species Trillium 
channellii（４倍体固有種カワユエンレイソウの生息状況に関する生態遺伝学的研究）早川 貴

将（生態遺伝学） 

冬眠哺乳類の細胞自律的な低温耐性能力を支える分子機構の研究 岡橋 良仁（分子生物学） 

ウキクサ成長阻害細菌の作用機序に関する解析 児玉 茜（分子生物学） 

淡水環境由来の硫黄酸化細菌におけるテトラチオン酸酸化機構の検討 野村 朋史（分子生

物学） 

ニセコ温泉郷の硫黄泉に発達する微生物マットの培養依存および培養非依存手法による研究 

林 沙弥香（分子生物学） 

シロイヌナズナbor1-1抑圧変異体#156の原因遺伝子の探索と低ホウ素耐性機構の解明 伏木 

絵奈（分子生物学） 

シリアンハムスターの冬眠における骨格筋性質変化の解析 松岡 七々香（分子生物学） 

シロイヌナズナメチル基転移酵素遺伝子のホウ素欠乏環境における機能の研究 渡邉 夕夏

（分子生物学） 

The influence of topography on temporal variability of rocky intertidal sessile assemblages（岩礁潮間

帯固着生物群集の時間変動性に与える地形の影響）新井 慧（動物生態学） 

東北地方太平洋沖地震後11年間の岩礁潮間帯生物の帯状分布の回復過程 稲冨 楽（動物生

態学） 

北海道東部沿岸における外来種キタアメリカフジツボの個体群動態：侵入直後からの17年間

の変化 久保田 畔菜（動物生態学） 

異なる意味を持つ鳴き声の伝達に対する騒音の影響：都市と山間に生息するシジュウカラを

用いた検証 湯川 朔弥（動物生態学） 

三陸沿岸における外来種ナンオウフジツボのboom-bust dynamics 今村 彩音（動物生態学） 

キイロショウジョウバエにおけるyellow遺伝子ファミリーの着色に関する機能の解析 大竹 

駿佑（生態遺伝学） 

北海道釧路沿岸における底刺し網漁場周辺に来遊するシャチに関する研究 大槻 優喜（水

圏生物学） 

北海道東部に来遊するシャチ（Orcinus orca）のミトコンドリア全ゲノム解析による生態型推

定 河合 真美（水圏生物学） 

Effects of grazing and disturbance by waterfowl on seagrass biomass and its temporal change（草食性

鳥類による摂食と攪乱が海草に与える影響の評価）甲田 聖志郎（水圏生物学） 

Seasonal variation in predation intensity on mesograzers in an eelgrass bed （海草藻場のメソグレイ

ザーに対する捕食強度の季節変化）齋藤 昂大（水圏生物学） 

吸着性高分子素材を用いた持続可能なコンブ種苗生産のための基礎的研究 酒井 和哉（水

圏生物学） 
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褐藻マコンブ胞子体における細胞間連絡構造の構築と物質輸送解析 澤 健悟（水圏生物学） 

高解像度魚群探知機を使用したマダイ稚魚の体長推定に関する研究 関 一輝（水圏生物学） 

加速度データロガーを用いた太平洋ニシンの産卵行動の可視化に関する研究 関 恭佑（水

圏生物学） 

Community structure of benthic amphipods in subtidal bottom of Akkeshi Bay and Akkeshi-ko estuary, 
northeastern Japan（厚岸湾と厚岸湖の潮下帯に生息する底生ヨコエビ類の群集構造）関岡 寛

知（水圏生物学） 

計量魚群探知機情報を用いた仙台湾におけるイカナゴの分布特性の経年解析 龍山 海（水

圏生物学） 

Fundamental study of mutagenesis and hybridization on saccharinan kelp for breeding（コンブの育種

に向けた突然変異誘発と交配に関する基礎的研究）段 錦文（水圏生物学） 

超音波テレメトリーを用いた三春ダム（さくら湖）におけるウグイの移動生態に関する研究 

長岡 祥平（水圏生物学） 

漁業就業動機の定量化による水産課題解決策の導出ー新潟県漁業を対象としてー 名畑 公

晴（水圏生物学） 

ヘアリーベッチを導入したソバ栽培体系における養分動態と収量性の評価 鈴木 悠響（耕

地圏科学） 

牧草放牧地の草量減少に伴う北海道和種馬および軽種馬の食草行動の変化 外崎 立樹（耕

地圏科学） 

Contributions of solitary bees as pollinators in coastal plant communities（海浜植物群落における単

独性ハナバチの送粉者としての重要性）XIAO Shuqi（多様性生物学） 

Development of a time-resolved fluoroimmunoassay for salmonid insulin-like growth factor binding 
protein-2b（サケ科魚類のインスリン様成長因子結合タンパク-2bの時間分解蛍光免疫測定法の

確立）井筒 彩歌（海洋生物生産学） 

粒子状有機物をサイズ分画して炭素：窒素：リン：ケイ素組成比を測定する手法の検討と北

海道沿岸海水への適用 稲田 真夕（海洋生物生産学） 

汽水湖尾駮沼における二酸化炭素分圧の連続観測 越智 千香子（海洋生物生産学） 

亜寒帯沿岸域における硝化過程の把握 －異なるアンモニア酸化微生物の動態に着目して－ 

河内谷 誠真（海洋生物生産学） 

ウニ生殖巣の色揚げのための配合飼料の改良開発 佐野 真生（海洋生物生産学） 

ウニの主要卵黄タンパク質 (MYP) の卵への合成・蓄積機構の解析 出口 真彌（海洋生物

生産学） 

北海道忍路湾におけるホソメコンブの栄養塩吸収に与える海水流動の影響評価 戸川 文乃

（海洋生物生産学） 

シロザケ稚魚の成長と代謝に及ぼす海水温の影響 林 瑞希（海洋生物生産学） 

養殖ホタテガイの栄養塩排出が噴火湾のケイ素循環に及ぼす影響 堀口 優之介（海洋生物
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生産学） 

Production of recombinant Atlantic salmon insulin-like growth factor binding protein-1b1（タイセイ

ヨウサケのインスリン様成長因子結合タンパク-1b1の組換えタンパク作製）丸岡 愁（海洋生

物生産学） 

光周期操作下の北海道産サクラマス (Oncorhynchus masou) における早熟雄への分化と成長

との関係 山田 泰雅（海洋生物生産学） 

北海道朱鞠内湖流入河川における絶滅危惧種イトウParahucho perryi の生息環境の特性 遠

藤 大斗（森林圏フィールド科学） 

Functional traits associated with interspecific abundance changes of alpine forb species（高山帯の広

葉草本で見られた優占度の種特異的な変化に関係する機能形質）小林 悠佳（森林圏フィー

ルド科学） 

ヤナギ上の節足動物環境DNA：種特異的検出とメタバーコーディング 嶋本 直紀（森林圏

フィールド科学） 

シカの腐肉が森林土壌微生物の有機物分解機能に与える効果：森林タイプに対する応答と腐

肉食性昆虫の影響 髙木 惇司（森林圏フィールド科学） 

Silvicultural method based on the occurrence of false heartwood in individual Japanese white birches
（シラカンバ立木個体における偽心の発生条件からみた育林方法）仲谷 朗（森林圏フィー

ルド科学） 

How deterministic and stochastic processes shape community assembly of ground-dwelling beetles after 
a landslide: an experimental landslide approach in a forest（山腹崩壊後の徘徊性甲虫の群集集合に

おいて決定論的過程と確率論的過程はどのように寄与するのか：大規模山腹崩壊実験を用い

た検証）古澤 惇平（森林圏フィールド科学） 

ツルマサキEuonymus fortuneiにおけるα-caroteneおよびlactucaxanthinの季節変動と光化学系へ

の結合 下原 かのこ（分子生物学） 

緑藻PsbSタンパク質の光合成熱放散調節機能の解析 出葉 宇（分子生物学） 

異なる密度で育ったエゾサンショウウオ幼生が他個体との遭遇時にとる行動の違い 新藤 

茜（森林圏フィールド科学） 

 

環境物質科学専攻 

Magnetic and dielectric properties of Fe(II)Cr(III) oxalate complex with supramolecular cations（超分

子カチオンを含むFe(II)Cr(III)シュウ酸錯体の磁気性および誘電性）Diao Zijian（光電子科学） 

Synthetic study on Mollenyne A（モレンイン A の合成研究）石 泉（生体物質科学） 

コバルトイオン交換βゼオライトによるメタンのオゾン酸化 周 績元（ナノ環境材料） 

単層グラフェン/Au単結晶電極における多環芳香族アミノ酸修飾と電気化学的挙動 柴田 香

菜子（ナノ環境材料） 

N末端アジド化と歪み促進型アジド-アルキン付加環化を活用した緑色蛍光タンパク質のガラ

ス表面への固定化 張 晏（生体物質科学） 
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高度に官能基化されたアセチリドの発生と付加反応への応用 矢田部 陸（生体物質科学） 

SEIRA分光計測による電極表面に固定化された一酸化窒素還元酵素の反応追跡 岩藤 理英

（ナノ環境材料） 

多孔性炭素触媒上でのギ酸による高濃度硝酸還元分解の反応機構 魏 佳琦（ナノ環境材料） 

水中過塩素酸イオン還元分解に活性を示す担持ルテニウム触媒への助触媒添加効果 黄 凱

立（ナノ環境材料） 

塩基性溶液中でのPtPd合金単結晶電極における亜酸化窒素還元 齋藤 史恵（ナノ環境材料） 

配位相互作用によって駆動されるサブナノ金クラスターの成長反応 齋藤 侑己（ナノ環境

材料） 

銅・鉄・窒素ドープカーボン電極触媒の酸素還元活性および反応選択性 佐藤 舜（ナノ環境

材料） 

強酸で修飾した高表面積酸化鉄触媒によるメタクロレイン酸化反応 澤田 将吾（ナノ環境

材料） 

多層被覆光電極による可視光照射下での第一級アミン脱水素化 澁谷 興（ナノ環境材料） 

界面活性剤存在下での金クラスターのナノ結晶化と凝集誘起発光 須田 綾乃（ナノ環境材

料） 

貴金属ナノキューブによる電気化学的亜酸化窒素還元 高橋 柊都（ナノ環境材料） 

低原子価をとった金属酸化物の固相合成とその酸触媒特性 田中 太（ナノ環境材料） 

金属粒子を導入したアニオン交換樹脂を用いた水中過塩素酸イオンの二段階分解 張 沛沢

（ナノ環境材料） 

ホスフィン配位金クラスターを用いた可視光誘起型アンモニアボラン分解反応 中島 朋隆

（ナノ環境材料） 

Pt含有多元合金ナノワイヤーの合成と電極触媒活性 星 敬仁（ナノ環境材料） 

α-ピネンのオゾン分解反応に対する水蒸気及びOH捕捉剤の影響に関する研究 山本 慎尋

（ナノ環境材料） 

クロスアルドール縮合によるメタクロレインの合成を促進する固体触媒の探索 吉野 航司

（ナノ環境材料） 

環状白金チオラートの固相での配列と発光挙動 劉 佳星（ナノ環境材料） 

Pt‒Niナノワイヤー触媒の構造変化と酸素還元反応活性 加藤 優太（ナノ環境材料） 
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１５−３ 修業年限修業学位取得率 
 

博士後期課程 

 

 入学者数 

令和 4 年度までの修了者 

標準年限内 

修了者数 

取得率 

（％） 

令和２年４月 

入学者 
23 7 30.43 

 
※修士（博士前期）課程は省略（概ね年限内で取得している） 
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16 研究成果発表状況 
 
16－1 査読有り論文 
令和 4 年度に受理された査読有り論文を専攻毎にまとめる。下線の氏名は環境科学院学生（修

了者も学院所属時の発表ならば含む）、イタリックの氏名は学院教員、括弧内は受理日（年／月

／日）を表しており、受理された年度（4 月 1 日－3 月 31 日）で分けている。なお、教員のみ

の業績については各部局の報告等に所載するため掲載していない。専攻を跨いでいる業績に関

しては*印を付けている（以下同じ）。 
 
環境起学専攻 
Avtar, R., Rinamalo, A. V., Umarhadi, D. A., Gupta, A., Khedher, K. M., Yunus, A. P., 

Singh, B. P., Kumar, P., Sahu, N., Sakti, A. D. (2022) Land use change and 
prediction for valuating carbon sequestration in Viti Levu Island, Fiji. Land 11(8), 
1274. (2022/8/2)  

Bhattarai, N., Karky, B. S., Avtar, R., Thapa, R. B., Watanabe, T. (2023) Are countries ready 
for REDD+ payments? REDD+ readiness in Bhutan, India, Myanmar, and Nepal. 
Sustainability 15(7), 6078. (2023/3/29)  

Chen, X., Avtar, R., Umarhadi, D. A., Louw, A. S., Shrivastava, S., Yunus, A. P., Khedher, 
K. M., Takemi, T., Shibata, H. (2022) Post-typhoon forest damage estimation using 
multiple vegetation indices and machine learning models. Weather and Climate 
Extremes 38, 100494. (2022/8/10)  

Duc, N. H., Kumar, P., Lan, P. P., Kurniawan, T. A., Khedher, K. M., Kharrazi, A., Saito, 
O., Avtar, R. (2023) Hydrochemical indices as a proxy for assessing land-use impacts 
on water resources: A sustainable management perspective and case study of Can 
Tho City, Vietnam. Natural Hazards 117, 2573–2615. (2023/3/31)  

Faisal, B. M. R., Hayakawa, Y. S. (2022) Geomorphological processes and their connectivity 
in hillslope, fluvial, and coastal areas in Bangladesh: A review. Progress in Earth and 
Planetary Science 9, 41. (2022/7/5)  

Faisal, B. M. R., Hayakawa, Y. S. (2023) Geomorphometric characterization and sediment 
connectivity of the middle Brahmaputra River basin. Geomorphology 429, 108665. 
(2023/3/14)  

Ishikawa, T., Washio, K., Kaneko, K., Tang, X. R., Morikawa, M., Okino, T. (2022) 
Characterization of vanadium-dependent bromoperoxidases involved in the 
production of brominated sesquiterpenes by the red alga Laurencia okamurae. Applied 
Phycology 3(1), 120–131. (2022/5/14)  

Kaneko, K., Kobayashi, D., Masaki, S., Washio, K., Morikawa, M., Okino, T. (2023) Gene 
cloning and characterization of a vanadium-dependent bromoperoxidase from the red 
alga Laurencia saitoi, a producer of brominated diterpenoids and triterpenoids. 
Journal of Appllied Phycology 35, 1443–1452. (2023/3/10)  

Librando-Descallar, A., Ling, Z., Haga, T., Okino, T. (2023) Occurrence and distribution of 
shipworms (Mollusca: Bivalvia: Teredinidae) and two new records of Bankia species 
along the coast of Hokkaido, Japan. Sessile Organisms 40(1), 1–12. (2023/1/16)  

Negishi, J. N., Alam, M. K., Rahman, M. A. T. M. T., Kawanishi, R., Uno, H., Yoshinari, G., 
Tojo, K. (2022) Three years in the dark: life history and trophic traits of the hyporheic 
stonefly, Alloperla ishikariana Kohno, 1953 (Plecoptera, Chloroperlidae). 
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ンター，国立研究法人水産研究・教育機構，北海道旅客鉄道株式会社，帝人株式会社，奈良県立
高取国際高校，農林中央金庫，環境省，株式会社 JSOL，北海道立総合研究機構，株式会社武蔵野
化学研究所，兼松株式会社，北海道ガス，関西電力株式会社，千葉県庁，日本アイ・ビー・エム
株式会社，理研ビタミン株式会社，株式会社 JERA，株式会社 TBS テレビ，伊藤ハム，日本ハム
食品，立花学園高等学校，カゴメ株式会社，株式会社永谷園，株式会社仙台水産，株式会社オリ
エンタルコンサルタンツグローバル，住商アグリビジネス株式会社，リコーIT ソリューション
ズ株式会社，しくみ製作所株式会社，（株）アース 
 
環境物質科学専攻 
ヱビナ電化工業株式会社，東京応化工業株式会社，DOWAホールディングス株式会社，中国化工
信息中心有限公司（中国），上海凱賽生物技術股份有限公司（中国），パナソニック株式会
社，日総工産株式会社，日揮株式会社，株式会社大日本印刷，日産化学株式会社，JFEプロジ
ェクトワン株式会社，三菱ケミカル株式会社，株式会社日立システムズ，日産自動車株式会
社，JX金属株式会社，アクセンチュア株式会社 
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１８ 規程 

 

 
北海道大学大学院環境科学院規程 

平成１７年４月１日 

海大達第４９号 

第１章 総則 

（趣旨） 

第１条 この規程は，国立大学法人北海道大学組織規則（平成16年海大達第31号）第27条の３第４項の

規定に基づき，環境科学院（以下「本学院」という。）の教育課程等に関し必要な事項を定めるもの

とする。 

（目的） 

第１条の２ 本学院は，自然科学に基礎をおき，地球規模の環境問題の解明と解決を目指す教育研究を

行うとともに，これらの課題に取り組む研究者及び高度専門職業人の養成を目的とする。 

第１章の２ 専攻及び課程 

（専攻） 

第１条の３ 本学院に，次の専攻を置く。 

環境起学専攻 

地球圏科学専攻 

生物圏科学専攻 

環境物質科学専攻 

（課程） 

第２条 本学院の課程は，博士課程とする。 

第２章 入学，再入学，転学，所属変更及び転専攻 

（入学） 

第３条 本学院に入学することのできる者は，北海道大学大学院通則（昭和29年海大達第３号。以下

「通則」という。）第４条第５項に規定する修士課程（以下「修士課程」という。）にあっては，通

則第10条第１項各号のいずれかに，通則第４条第５項に規定する博士後期課程（以下「博士後期課

程」という。）にあっては，通則第10条第２項各号のいずれかに該当する者とする。 

２ 前項に規定する者のうち，本学院の行う選考に合格した者については，教授会の議を経て，総長が

入学を許可する。 

（再入学及び転学） 

第４条 通則第13条各号に該当する者が本学院に再入学又は転学を願い出た場合は，選考の上，教授会

の議を経て，総長がこれを許可することがある。 

（所属変更及び転専攻） 

第４条の２ 通則第13条の２第１号に該当する者が本学院に所属の変更を願い出た場合及び通則第13条

の２第２号に該当する者が転専攻を願い出た場合は，選考の上，教授会の議を経て，学院長がこれを

許可することがある。 

第３章 授業科目，修了要件，履修方法及び試験 

（授業科目及び単位） 

第５条 各専攻の授業科目及び単位は，別表のとおりとする。 

２ 前項に規定する授業科目のほか，必要がある場合においては，教授会の議を経て，臨時の授業科目

を設けることができる。 



 - 80 - 

（単位数の計算の基準） 

第５条の２ 各授業科目の単位数を定めるに当たっては，１単位の授業科目を45時間の学修を必要とす

る内容をもって構成することを標準とし，授業の方法に応じ，当該授業による教育効果，授業時間外

に必要な学修等を考慮して，次の基準により単位数を計算するものとする。 

(1) 講義については，15時間の授業をもって１単位とする。 

(2) 演習については，30時間の授業をもって１単位とする。 

(3) 実習については，45時間の授業をもって１単位とする。 

（課程の修了要件） 

第６条 修士課程の修了要件は，大学院に２年以上在学し，30単位以上を修得し，かつ，必要な研究指

導を受けた上，修士課程の目的に応じ，本学院の行う修士論文又は特定の課題についての研究の成果

の審査及び試験に合格することとする。ただし，在学期間に関しては，優れた業績を上げた者につい

ては，大学院に１年以上在学すれば足りるものとする。 

２ 本学院において教育上有益と認めるときは，本学院の他の専攻，北海道大学（第10条において「本

学」という。）の大学院の研究科，他の学院若しくは教育部の専攻の授業科目又は学部の授業科目若

しくは北海道大学専門横断科目規程（平成31年海大達第50号）に定める専門横断科目を指定して履修

させ，修士課程の単位とすることができる。 

３ 本学院において教育上有益と認めるときは，北海道大学大学院共通授業科目規程（平成12年海大達

第24号）に定める授業科目（次条において「共通授業科目」という。）を指定して履修させ，修士課

程の単位とすることができる。 

第７条 博士課程の修了要件は，大学院に５年（修士課程に２年以上在学し，当該課程を修了した者に

あっては，当該課程における２年の在学期間を含む。）以上在学し，修士課程において30単位以上，

博士後期課程において10単位以上をそれぞれ修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，本学院の行

う博士論文の審査及び試験に合格することとする。ただし，在学期間に関しては，優れた研究業績を

上げた者については，大学院に３年（修士課程に２年以上在学し，当該課程を修了した者にあって

は，当該課程における２年の在学期間を含む。）以上在学すれば足りるものとする。 

２ 前条第１項ただし書の規定による在学期間をもって修士課程を修了した者の博士課程の修了の要件

については，前項中「５年（修士課程に２年以上在学し，当該課程を修了した者にあっては，当該課

程における２年の在学期間を含む。）」とあるのは「修士課程における在学期間に３年を加えた期

間」と，「３年（修士課程に２年以上在学し，当該課程を修了した者にあっては，当該課程における

２年の在学期間を含む。）」とあるのは「３年（修士課程における在学期間を含む。）」と読み替え

て，前項の規定を適用する。 

３ 前２項の規定にかかわらず，学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号）第156条の規定によ

り，大学院への入学資格に関し修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認められた者が，博

士課程の後期３年の課程に入学した場合の博士課程の修了の要件は，大学院に３年以上在学し，10単

位以上を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，本学院の行う博士論文の審査及び試験に合格す

ることとする。ただし，在学期間に関しては，優れた研究業績を上げた者については，大学院に１年

以上在学すれば足りるものとする。 

４ 本学院において教育上有益と認めるときは，共通授業科目を指定して履修させ，第１項の規定によ

り修得すべき単位とすることができる。 

（長期履修） 

第８条 本学院において，学生が職業を有している等の事情により，標準修業年限を超えて一定の期間

にわたり計画的に教育課程を履修し課程を修了することを希望する旨を申し出たときは，教授会の議

を経て，その計画的な履修（以下「長期履修」という。）を認めることができる。 
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２ 長期履修に関し通則第４条の２に定めるもののほか，本学院において必要な事項は，教授会の議を

経て，学院長が別に定める。 

（他大学の大学院等における履修等） 

第９条 本学院において教育上有益と認めるときは，教授会の議を経て，学生が他の大学の大学院の授

業科目を履修し，又は外国の大学の大学院若しくは国際連合大学本部に関する国際連合と日本国との

間の協定の実施に伴う特別措置法（昭和51年法律第72号）第１条第２項に規定する1972年12月11日の

国際連合総会決議に基づき設立された国際連合大学（次条において「国際連合大学」という。）にお

いて学修することを認めることができる。 

２ 前項の規定により学生が履修した授業科目について修得した単位又は学修の成果については，修士

課程及び博士後期課程を通して15単位を超えない範囲において，教授会の議を経て第６条第１項又は

第７条の規定により修得すべき単位の一部とみなすことができる。 

３ 本学院において教育上有益と認めるときは，教授会の議を経て，学生が他の大学の大学院若しくは

研究所等又は外国の大学の大学院若しくは研究所等において必要な研究指導を受けることを認めるこ

とができる。ただし，修士課程の学生について認める場合には，当該研究指導を受ける期間は，１年

を超えないものとする。 

（入学前の既修得単位等の認定及び在学年数の取扱い） 

第10条 本学院において教育上有益と認めるときは，教授会の議を経て，新たに本学院に入学した学

生が，入学前に本学若しくは他の大学の大学院において履修した授業科目について修得した単位（大

学院設置基準（昭和49年文部省令第28号）第15条に規定する科目等履修生として履修した授業科目に

ついて修得した単位を含む。）又は外国の大学の大学院若しくは国際連合大学において学修した成果

を，本学院において修得した単位以外のものについては，修士課程及び博士後期課程を通して15単位

を超えない範囲において，本学院における授業科目の履修により修得したものとみなすことができ

る。 

２ 前項の規定により修得したものとみなすことができる単位数は，前条第２項の規定により修得し

たものとみなす単位数と合わせて，修士課程及び博士後期課程を通して20単位を超えないものとす

る。 

３ 本学院は，第１項の規定により入学前に修得した単位又は学修の成果（学校教育法（昭和22年法

律第26号）第102条第１項の規定により入学資格を有した後，修得したものに限る。）を本学院にお

いて修得したものとみなす場合であって，当該単位又は学修の成果の修得により本学院の修士課程の

教育課程の一部を履修したと認めるときは，当該単位数，その修得に要した期間その他を勘案して１

年を超えない範囲において，本学院が定める期間在学したものとみなすことができる。ただし，この

場合においても，当該課程に少なくとも１年以上在学するものとする。 

（履修方法） 

第11条 授業科目の履修方法の細目については，教授会の議を経て，学院長が定める。 

（試験） 

第12条 各授業科目の試験（以下「科目試験」という。）は，当該授業科目の授業が終了した学期末に

行う。ただし，やむを得ない事由があるときは，教授会の議を経て，臨時に実施することができる。 

（成績の評価） 

第13条 科目試験の成績は，秀，優，良，可及び不可の５種とし，秀，優，良及び可を合格とする。 

（学位論文の提出期日） 

第14条 修士課程及び博士課程の学位論文は，本学院の定める期日までに提出しなければならない。 
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第４章 課程修了の認定 

（課程修了の認定） 

第15条 修士課程及び博士課程の修了は，当該課程の修了要件を満たした者について，教授会の議を経

て，総長がこれを認定する。 

第５章 特別聴講学生，特別研究学生及び外国人留学生 

（特別聴講学生） 

第16条 本学院において特定の授業科目を履修し，単位を修得しようとする他の大学の大学院又は外国

の大学の大学院の学生があるときは，教授会の議を経て，特別聴講学生としてこれを許可することが

できる。 

２ 特別聴講学生は，学期又は学年ごとに許可する。 

３ 特別聴講学生に係る試験及び成績の評価については，第12条及び第13条の規定を準用する。 

（特別研究学生） 

第17条 本学院において研究指導を受けようとする他の大学の大学院又は外国の大学の大学院の学生が

あるときは，教授会の議を経て，特別研究学生としてこれを許可することができる。 

第18条 削除 

（外国人留学生） 

第19条 通則第47条の規定による外国人留学生の入学については，教授会の議を経て，総長がこれを許

可することがある。 

附 則 

１ この規程は，平成17年４月１日から施行する。 

２ 北海道大学大学院通則の一部を改正する規則（平成17年海大達第45号）附則第２項に規定する地球

環境科学研究科の地圏環境科学専攻，生態環境科学専攻，物質環境科学専攻又は大気海洋圏環境科学

専攻に在学する者（以下「地球環境科学研究科在学者」という。）に係る教育課程の実施及び課程修

了の認定は，同附則第４項の規定に基づき環境科学院が行うものとし，当該地球環境科学研究科在学

者に係る教育課程，課程修了の要件その他教育に関し必要な事項は，環境科学院において別に定め

る。 

３ 北海道大学大学院地球環境科学研究科規程（平成５年海大達第15号）は，廃止する。 

附 則（平成18年４月１日海大達第95号） 

この規程は，平成18年４月１日から施行する。 

附 則（平成19年４月１日海大達第140号） 

１ この規程は，平成19年４月１日から施行する。 

２ 平成19年３月31日に本学大学院に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び同年

４月１日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の第13条の規定にかかわらず，

なお従前の例による。 

附 則（平成19年12月26日海大達第285号） 

この規程は，平成19年12月26日から施行する。 

附 則（平成20年４月１日海大達第83号） 

１ この規程は，平成20年４月１日から施行する。 

２ 平成20年３月31日に本学大学院に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び同年

４月１日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の別表の規定にかかわらず，な

お従前の例による。 

附 則（平成22年４月１日海大達第95号） 

この規程は，平成22年４月１日から施行する。 
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附 則（平成23年４月１日海大達第121号） 

この規程は，平成23年４月１日から施行する。 

附 則（平成27年４月１日海大達第128号） 

１ この規程は，平成27年４月１日から施行する。 

２ 平成27年３月31日に本学大学院に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び同年

４月１日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の別表の規定にかかわらず，な

お従前の例による。 

附 則（平成28年４月１日海大達第92号） 

１ この規程は，平成28年４月１日から施行する。 

２ 平成28年３月31日に本学大学院に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び同年

４月１日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の北海道大学大学院環境科学院

規程の規定にかかわらず，なお従前の例による。 

附 則（平成29年４月１日海大達第120号） 

この規程は，平成29年４月１日から施行する。 

附 則（平成31年４月１日海大達第101号） 

１ この規程は，平成31年４月１日から施行する。 

２ 平成31年３月31日に本学大学院に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び同年

４月１日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の別表の規定にかかわらず，な

お従前の例による。 

附 則（令和２年４月１日海大達第90号） 

１ この規程は，令和２年４月１日から施行する。 

２ 令和２年３月31日に本学大学院に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び同年

４月１日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の別表の規定にかかわらず，な

お従前の例による。 

附 則（令和３年４月１日海大達第73号） 

この規程は，令和３年４月１日から施行する。 

附 則（令和４年４月１日海大達第95号） 

１ この規程は、令和４年４月１日から施行する。 

２ 令和４年３月31日に本学大学院に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び同年

４月１日以降に在学者の属する年次に入学する者については、改正後の別表の規定にかかわらず、な

お従前の例による。 

別表（第５条関係） 

環境起学専攻 

授業科目 単位 備考 

修士課程  修士課程の修了要件 

必修科目12単位を含み，合計30単

位以上を修得すること。 

（必修科目）  

環境起学論文講読Ⅰ 4 

環境起学特別研究Ⅰ 8 

（選択科目）  

環境科学基礎論 2 

国際環境保全学総論 2 

環境汚染比較特論 2 
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地生態資源学特論 2 

気候変動影響特論 2 

自然環境学総論 2 

再生可能エネルギー総論 2 

水循環学特論 2 

環境情報地理学特論 2 

水資源学特論 2 

流域環境学特論 2 

環境保全学特論 2 

寒冷陸圏環境学特論 

応用生態学特論 

2 

2 

環境解析法演習Ⅰ 2 

環境解析法演習Ⅱ 2 

山岳環境観測法実習 4 

統合自然環境調査法実習 2 

統合環境地理調査法実習 4 

環境適応学総論 2 

環境適応学特論 2 

環境計量学特論 2 

統合環境分析法実習 4 

環境起学基礎演習 1 

実践環境科学総論Ⅰ 2 

実践環境科学総論Ⅱ 2 

実践環境科学特論 2 

実践環境科学演習Ⅰ 1 

実践環境科学演習Ⅱ 1 

実践環境科学実習Ⅰ 1 

実践環境科学実習Ⅱ 1 

実践環境科学インターンシップⅠ 2 

実践環境科学インターンシップⅡ 2 

国際科学コミュニケーション法特論 2 

環境起学特別講義Ⅰ 2 

環境起学特別講義Ⅱ 2 

環境起学特別講義Ⅲ 2 

環境科学英語ライティング特論 2 

 

博士後期課程 

 

（必修科目）  

環境起学論文講読Ⅱ 4 

環境起学特別研究Ⅱ 8 
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地球圏科学専攻 

授業科目 単位 備考 

修士課程  修士課程の修了要件 

必修科目12単位を含み，合計30単

位以上を修得すること。 

（必修科目）  

地球圏科学論文講読Ⅰ 4 

地球圏科学特別研究Ⅰ 8 

（選択科目）  

古環境学基礎論 2 

地球雪氷学基礎論 2 

大気海洋物理学基礎論 2 

大気海洋化学基礎論 2 

古気候学特論 2 

生物地球化学基礎論 2 

北極域総論 2 

化学海洋学特論 2 

海洋生物地球化学特論 2 

生態系環境科学特論 2 

生態系物質循環学特論 2 

氷河・氷床学特論 2 

雪氷水文学特論 2 

寒冷圏気象・気候学特論 2 

理論雪氷学特論 2 

大気環境科学特論 2 

極域海洋学特論 2 

大気力学特論 2 

海洋力学特論 2 

気候変動特論 2 

気候モデリング特論 2 

地球流体力学特論 2 

大気海洋解析法特論 2 

遠隔情報学特論 2 

地球圏科学特別講義Ⅰ 2 

地球圏科学特別講義Ⅱ 2 

地球圏科学特別講義Ⅲ 2 

地球圏科学特別講義Ⅳ 2 

地球圏科学演習Ⅰ 4 

地球圏科学演習Ⅱ 4 

地球圏科学実習Ⅰ 4 

地球圏科学実習Ⅱ 4 

地球雪氷学実習Ⅰ 2 

地球雪氷学実習Ⅱ 2 
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博士後期課程  

（必修科目）  

地球圏科学論文講読Ⅱ 4 

地球圏科学特別研究Ⅱ 8 

生物圏科学専攻 

授業科目 単位 備考 

修士課程  修士課程の修了要件 

必修科目12単位を含み，合計30単

位以上を修得すること。 

（必修科目）  

生物圏科学論文講読Ⅰ 4 

生物圏科学特別研究Ⅰ 8 

（選択科目）  

多様性生物学基礎論 2 

生態学基礎論 2 

分子生物学基礎論 2 

海洋生物環境学基礎論 2 

フィールド科学基礎論 

北方生態系の生物多様性基礎論 

2 

2 

生物生産学基礎論 2 

多様性生物学特論Ⅰ 2 

多様性生物学特論Ⅱ 2 

生態遺伝学特論Ⅰ 2 

生態遺伝学特論Ⅱ 2 

環境分子生物学特論Ⅰ 2 

環境分子生物学特論Ⅱ 2 

植物生態学特論Ⅰ 2 

植物生態学特論Ⅱ 2 

動物生態学特論Ⅰ 2 

動物生態学特論Ⅱ 2 

海洋生物圏環境科学特論Ⅰ 2 

海洋生物圏環境科学特論Ⅱ 2 

水圏科学特論Ⅰ 2 

水圏科学特論Ⅱ 2 

森林圏科学特論Ⅰ 2 

森林圏科学特論Ⅱ 2 

森林圏科学特論Ⅲ 2 

森林圏科学特論Ⅳ 2 

耕地圏科学特論Ⅰ 2 

耕地圏科学特論Ⅱ 2 

生物圏科学特別講義Ⅰ 2 

生物圏科学特別講義Ⅱ 2 

生物圏科学実習Ⅰ 4 



 - 87 - 

生物圏科学実習Ⅱ 4 

フィールド科学特別実習Ⅰ 1 

フィールド科学特別実習Ⅱ 1 

博士後期課程  

（必修科目）  

生物圏科学論文講読Ⅱ 4 

生物圏科学特別研究Ⅱ 8 

環境物質科学専攻 

授業科目 単位 備考 

修士課程  修士課程の修了要件 

必修科目18単位，選択必修科目か

ら8単位以上を含み，合計30単位以

上を修得すること。ただし，環境物

質科学実習Ⅰ及び環境物質科学実習

Ⅱの単位は，修了に必要な単位数に

算入することができない。 

（必修科目）  

環境物質科学論文講読Ⅰ 4 

環境物質科学特別研究Ⅰ 8 

環境物質科学基礎論Ⅰ 2 

環境物質科学基礎論Ⅱ 2 

環境物質科学基礎論Ⅲ 2 

（選択必修科目）  

分子環境学特論Ⅰ 2 

生体物質科学特論Ⅰ 2 

生体物質科学特論Ⅱ 2 

ナノ環境材料化学特論Ⅰ 2 

ナノ環境材料化学特論Ⅱ 2 

ナノ環境材料化学特論Ⅲ 2 

光電子科学特論Ⅰ 2 

光電子科学特論Ⅱ 2 

環境触媒化学特論Ⅰ 2 

環境触媒化学特論Ⅱ 2 

（選択科目）  

分子環境学特論Ⅱ 2 

分子環境学特論Ⅲ 2 

環境物質科学特別講義Ⅰ 1 

環境物質科学特別講義Ⅱ 1 

環境物質科学特別講義Ⅲ 1 

環境物質科学特別講義Ⅳ 1 

環境物質科学実習Ⅰ 4 

環境物質科学実習Ⅱ 4 

博士後期課程  

（必修科目）  

環境物質科学論文講読Ⅱ 4 

環境物質科学特別研究Ⅱ 8 
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環境科学院共通科目 

授業科目 単位 備考 

修士課程   

（選択科目）  

環境科学総論 2 

環境科学研究基礎論 1 

国際環境科学実習Ⅰ 1 

国際環境科学実習Ⅱ 1 

国際環境科学研究Ⅰ 2 

国際環境科学研究Ⅱ 2 

博士後期課程  

（選択科目）  

国際環境科学特別研究Ⅰ 2 

国際環境科学特別研究Ⅱ 2 

国際環境科学特別研究Ⅲ 2 

 

 

 

１９ 予算 

年度 
（単位：千円） 

運営費交付金 

令和４年度 １０，６５７ 

 

 

 

２０ 安全管理 

実施項目 防災訓練 

実施日 １１月２日 

実施内容：総合訓練 

実施項目 安全教育 

実施時期 ４月～６月 

実施内容：「安全の手引き」，「安全の手引き DVD版」，「化学薬品の取扱いについて」，「安全マニュア

ル 環境科学院」を活用して安全教育を各研究室等単位で実施 

実施項目 職場巡視 

実施時期 １１月 

実施内容：各研究室・実験室等における労働災害等を未然に防止し，省エネルギーの意識を高めるた

めに実験室・居室等を対象に実施 
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２１ 国際交流協定 
部局間交流協定 
 

国・地域名 機関名 締結日 備考 

1 アメリカ合衆国 
イリノイ大学大学院シカゴ校 
UIC Graduate College, The University of Illinois at 
Chicago 

平成5年7月14日 
（更新：平成30年3月31日）  

2 インドネシア共和国 パランカラヤ大学 
University of Palangka Raya 

平成7年3月16日 
（更新：平成9年12月13日) 
（更新：平成15年11月21日) 
（満了：平成18年8月25日) 

※ 

3 英国（イギリス） ノッティンガム大学  
University of Nottingham 

平成8年2月9日 
（廃止：平成14年2月6日）  

4 ネパール連邦民主共和国 
トリブバン大学科学技術研究科 
Institute of Science and Technology, Tribhuvan 
University 

平成9年10月17日 
（更新：平成12年10月17日） 
（更新：平成16年1月20日） 
（満了：平成22年10月23日） 

※ 

5 中華人民共和国 
蘭州大学資源環境学院 
School of Earth and Environmental Sciences, Lanzhou 
University 

平成9年11月17日 
（更新：平成14年11月17日） 
（更新：平成19年11月17日） 
（満了：平成22年4月9日） 

※ 

6 マレーシア 
マレーシア・サバ大学科学技術研究科 
School of Science and Technology, Universiti Malaysia 
Sabah 

平成10年1月16日 
（廃止：平成15年1月15日）  

7 中華民国（台湾） 

国立成功大学永続環境科技研究センター 
国立成功大学環境工程学系 
Sustainable Environment Research Center, National 
Cheng Kung University 
Department of Environmental Engineering, National 
Cheng Kung University 

平成22年9月2日 
（廃止：平成28年3月31日）  ※ 

8 ドイツ連邦共和国  
GEOMAR ヘルムホルツ キール海洋研究センター
GEOMAR | Helmholtz Centre for Ocean 
Research Kiel 

平成24年5月31日 
（更新：平成29年11月10日）  

9 中華民国（台湾） 
国立東華大学環境学院 
College of Environmental Studies, National Dong Hwa 
University 

平成24年6月25日 
（満了：平成30年3月19日） ※ 

10 アメリカ合衆国 
ユタ大学大学院・ナノ研究所 
Graduate School/ Nano Institute of Utah, University of 
Utah 

平成25年1月22日 
（更新：平成30年1月22日）  

11 マレーシア 
マレーシア・サバ大学熱帯生物保全研究所 
Institute for Tropical Biology and Conservation, 
Universiti Malaysia Sabah 

平成26年2月5日 
（更新：平成31年2月5日） ※ 

12 マレーシア 
マレーシア大学テレンガヌ校海洋科学・環境科学部 
School of Marine Science and Environment, Universiti 
Malaysia Terengganu 

平成26年9月29日  

13 ノルウェー王国 オスロ大学地球科学科 
Department of Geosciences, University of Oslo 平成27年2月16日  

14 中華人民共和国 
香港科技大学理学院 
School of Science, The Hong Kong University of Science 
and Technology 

平成27年12月28日  

15 アメリカ合衆国 

カリフォルニア大学サンディエゴ校スクリプス 
海洋研究所 
The Regents of the University of California on behalf of 
its San Diego campus’s Scripps Institution of 
Oceanography 

平成28年3月17日 
（更新：令和4年5月2日）  

16 ノルウェー王国 
オスロ大学数学・自然科学部 
The Faculty of Mathematics and Natural Science, 
University of Oslo 

平成29年7月13日  

17 中華人民共和国 
華東師範大学地球科学部 
Faculty of Earth Sciences, East China Normal 
University 

平成29年10月23日  

18 イタリア共和国 
トリノ大学農学，森林科学及び食品科学部 
Department of Agricultural, Forest and Food Science, 
University of Turin 

平成29年10月26日  
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19 インドネシア共和国 
イスラム大学数学・自然科学部 
Faculty of Mathematics and Natural Sciences, Islamic 
University of Indonesia 

平成30年2月27日  

20 ロシア連邦 北東連邦大学 
North-Eastern Federal University 

平成30年7月26日 
（廃止：令和2年4月15日）  

21 中華人民共和国 
武漢紡織大学化学・化学工学院 
College of Chemistry and Chemical Engineering, 
Wuhan Textile University 

令和元年10月15日  

22 タイ王国 ヴィデャシリメディ科学技術大学 
Vidyasirimedhi Institute of Science and Technology 令和2年2月27日  

※：後日大学間交流締結 
 
大学間交流協定 

 国・地域名 機関名 締結日 備考 

1 大韓民国 ソウル大学校 
Seoul National University 

平成9年10月1日 
（更新：平成14年10月1日） 
（更新：平成19年10月1日） 
（更新：平成24年10月1日） 
（更新：平成29年10月1日） 

 

2 大韓民国 釜慶大学校 
Pukyong National University 

平成12年10月25日 
（更新：平成17年10月25日） 
（更新：平成22年10月25日） 
（更新：平成27年10月25日） 

 

3 フィンランド共和国 オウル大学 
University of Oulu 

平成13年12月11日 
（参画：平成24年1月） 
（更新：平成28年12月11日） 

 

4 アメリカ合衆国 ハワイ大学マノア校 
University of Hawaii at Manoa 

平成15年6月30日 
（参画：平成22年10月） 
（更新：平成25年6月30日） 

 

5 中華人民共和国 南開大学 
Nankai University 

平成18年5月11日 
（更新：平成23年5月11日） 
（更新：平成28年5月11日） 

 

6 インドネシア共和国 パランカラヤ大学 
University of Palangka Raya 

平成18年8月26日 
（更新：平成23年8月26日） 
（更新：平成28年8月26日） 

※ 

7 スイス連邦 スイス連邦工科大学 
Swiss Federal Institute of Technology Zurich (ETH) 

平成19年6月13日 
（更新：平成23年5月30日） 
（更新：平成28年7月21日） 
（更新：平成30年6月13日） 
（更新：令和2年11月5日） 

※ 

8 ロシア連邦 
極東連邦総合大学 
Far Eastern Federal University 
（現 極東連邦大学 
Far Eastern Federal University） 

平成19年11月12日 
（更新：平成26年9月25日）  

9 オーストラリア連邦 タスマニア大学 
University of Tasmania 

平成21年1月9日 
（更新：平成26年1月9日）  

10 ドイツ連邦共和国  ブレーメン大学 
Universität Bremen 

平成22年2月11日 
（更新：平成27年2月11日）  

11 中華人民共和国 蘭州大学 
Lanzhou University 

平成22年4月9日 
（更新：平成27年4月9日）  

12 ネパール連邦民主共和国 トリブバン大学 
Tribhuvan University 

平成22年10月24日 
（更新：平成27年10月24日） ※ 

13 中華人民共和国 東南大学 
Southeast University 

平成22年10月29日 
（更新：平成27年10月29日） ※ 

14 中華人民共和国 厦門大学 
Xiamen University 

平成22年11月25日 
（更新：平成27年11月25日）  

15 中華人民共和国 中国海洋大学 
Ocean University of China 

平成23年2月3日 
（更新：平成28年2月3日）  
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16 中華人民共和国 西北農林科技大学 
Northwest A&F University 

平成23年10月13日 
（更新：平成28年10月13日）  

17 中華民国（台湾） 国立中興大学 
National Chung Hsing University 

平成24年3月14日 
（更新：平成29年3月14日）  

18 ロシア連邦 北東連邦大学 
North-Eastern Federal University 

平成24年4月2日 
（更新：平成29年4月2日）  

19 大韓民国 成均館大学校 
Sungkyunkwan University 

平成24年12月27日 
（更新：平成29年12月27日）  

20 中華民国（台湾） 国立成功大学 
National Cheng Kung University 

平成25年1月23日 
（更新：平成30年1月23日）  

21 インドネシア共和国 バンドン工科大学 
Institut Teknologi Bandung  平成26年3月20日  

22 フィリピン共和国 フィリピン大学 
The University of The Philippines 

平成26年7月16日 
（改訂：令和3年7月16日） ※ 

23 マレーシア マレーシア・サバ大学 
Universiti Malaysia Sabah 平成28年4月12日 ※ 

24 中華民国（台湾） 国立東華大学 
National Dong Hwa University 平成29年6月7日 ※ 

25 インド インド工科大学ボンベイ校 
Indian Institute of Technology Bombay 平成30年1月15日  

26 インド インド工科大学マドラス校 
Indian Institute of Technology Madras 平成30年3月26日  

27 インド インド工科大学ハイデラバード校 
Indian Institute of Technology Hyderabad 平成30年4月2日  

※：責任部局として参画 
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